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月刊「健康づくり」最終特別号によせて
　～ご愛読いただき、ありがとうございました～

　公益財団法人健康・体力づくり事業財団は、国民の皆さまに向けた健康・体力づくりの普及啓発を目

的に、昭和53年に設立され活動を行っております。その中でも小誌・月刊「健康づくり」は、国民の皆さまに

正しい健康情報をお伝えしていく大きな柱として、財団設立時から48年間・576号を発行してまいりました。

　今号の「特別企画・月刊『健康づくり』のあゆみ」にその変遷を記しております。ページをめくると、昭和、

平成、令和と、時代の流れやその時々の健康課題を見ていくことができます。いまでは身体活動・運動やス

ポーツが健康づくりに欠かせない要素となっていますが、創刊当時は、脳卒中など疾病に関する知識や、

働きすぎによるメンタル不調など、社会がかかえるさまざまな問題が多く誌面を埋めていました。1988年に

国の健康づくり施策「アクティブ80ヘルスプラン」が発表されると、「栄養・運動・休養」が健康づくりの

三本柱となり、ようやく身体活動・運動が重要視され、それに伴い健康運動指導士・健康運動実践指導

者の養成事業が始まりました。小誌でも運動に関する連載を始めるなど、身体活動・運動の健康への効

果や正しい運動の方法などの普及に努めてまいりました。

　21世紀になり健康日本21の施策が始まると、当財団のもう一つの広報誌「トリムジャパン」との合併を

機に、対象となる読者層が一般の方から、健康づくり・スポーツ行政担当者、運動指導者など健康づくり

を支援する専門職に変わってまいりました。地域においてどのように健康づくりを推進していけばよいのか、

国民の皆さまに運動・スポーツを実践していただくにはどのようにしたらよいのかという視点で、国の施策や身

体活動・運動の疫学的なエビデンス、最新のトレーニング科学の成果を紹介し、認知症・フレイルなどの

超高齢社会となったわが国特有のさまざまなテーマに積極的に取り組んでまいりました。また、年に１回は座

談会を組み、現場の運動指導者から政策立案者の方まで立場の違う皆さまにご登場いただき、貴重なご

示唆をいただきました。

　小誌は、情報を入手する手段がテレビや新聞、専門誌だった時代から、いち早く、必要な健康情報を

わかりやすく提供してきたと自負しております。そして今日、インターネットをはじめとする多様なメディアにより、誰

もが情報を気軽に入手できるようになりましたが、一方では玉石混交の情報が氾濫しております。当財団

は、引き続きエビデンスに基づいた正確な情報を新たな広報誌などを活用してお届けし、皆さまの健康・体

力づくりに寄与してまいりたいと考えております。今後とも、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

公益財団法人健康・体力づくり事業財団
理事長　下光　輝一



1981・1982

最終特別号 特別企画
　本誌の最終号にあたり、1978年の創刊以来、時代の変化とともに国民の健康づくりに役立つ情報と最
新の知見を伝えてきた48年間を振り返る特別企画「月刊『健康づくり』のあゆみ～創刊号から48年の軌跡
～」と、現代社会が抱える課題に対し、運動・スポーツがもつ可能性を追求する特別寄稿「現代社会の諸
課題と運動・スポーツの力」をお届けします。

●1981年10月号 特集 働く女性の
健康と対策

　女性の社会進出が本格化。女性のライ
フサイクルの変化や共働き女性の疲労度の高さなどを取り上げた。

●1982年８月号 特集 骨までしゃぶられる覚せい剤の恐
ろしさを知ろう

　厚生省の推計では覚せい剤の潜在常用者が約60万人とされて
おり、社会問題化していた。

●1983年５月号 特集 病気からみた
日本人の健康像～時代・文明ととも
に変遷

　日本人の死因第１位が、脳卒中からが
んへと変わったことを契機に、日本人の
過去の病気の変遷を振り返った企画。

●1985年４月号 ストレッチング体
操で柔軟さを

　手軽に始めやすい運動としてストレッ
チングの具体的方法を紹介。

●1985年７月号 特集 いま私たちに大切な食生活とは
　厚生省が作成した「健康づくりのための食生活指針」の５か条
（①多様な食品で栄養バランスを　②日常の生活活動に見合っ
たエネルギーを　③脂肪は量と質を考えて　④食塩をとりすぎな
いように　⑤こころのふれあう楽しい食生活を）を解説。

●1986年１月号 特集 運動療法の知識と正しい手順
　「病気になったら静かに寝ている」ではなく、心臓病や高血圧、糖
尿病などの慢性疾患には、運動療法が効果的であることを特集！

　著名な漫画家のイラストによる「健康
かるた」、全国の温泉場を紹介する「ヘル
スの散歩道」、世界各地の長寿国の特徴
をレポートする「長寿を訪ねて」など、さま
ざまな形で健康づくりをＰＲした。

●1983年４月号 特集 健康という名のうつ病～まじめ人間
を追い込む心の病～

●1984年４月号 特集 働きバチにしのびよる心の病～うつ
病から出社拒否症まで～

●1984年６月号 特集 ストレスが招く身体の変調～慢性疲
労と自律神経失調症～

　うつ病に関する企画が目立った。働きすぎのケースや過剰なスト
レスが心身に及ぼす影響などを解説している。

1985・1986
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　人気絶頂のタレント・萩本欽一氏や
俳優・石坂浩二氏、歌手・小林幸子氏な
ど著名人が「健康法」で登場！
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1983

1983

1983・1984

　創刊号の表紙イラスト。厚生省公衆衛
生局長（当時）による健康づくりの国民
運動をテーマとした寄稿、イ
ンタビュー企画、日本各地の
話題のほか、まんがコーナー
もあった。

1978創刊



1988〜1991

特別企画●月刊「健康づくり」のあゆみ ～創刊号から48年の軌跡～

　表紙のデザインいろいろ！

●1988年４月号からは、
日本全国の祭りシリー
ズがスタート！

●1992年４月号からは、
日本全国の鉄道シリーズがスタート！

　その時代時代を映す記事がラインアップ。コンピューターが生
活に本格的に入ってきた80年代後半、1989年に合計特殊出生率
1.57を記録、現在では使われなくなった「老人性痴呆」や「成人病」
という言葉も。

●1988年４月号 特集 コンピューター社会が生む現代病
●1989年１月号 特集 健康増進に温泉利用を
●1989年２月号 特集 増える老人性痴呆
●1989年６月号 特集 増える十代の人工中絶
●1990年10月号 特集 最低を記録した出生率
●1991年４月号 特別企画 成人病対策の現状

●1992年２月号 特集 知っておき
たいエイズの正しい知識

　感染症のエイズが世界的に急増して
いた時代。日本のエイズ患者の性・年齢
別の患者の状況や感染経路などを解説
した。

●1988年６月号 特集 運動による健康
づくり時代へ～動き出したアクティブ
80ヘルスプラン～

　1988年に開始された第２次国民健康づく
り対策、通称「アクティブ80ヘルスプラン」を
特集。同対策では、特に運動施策に重点が置
かれた。

●1993年５月号 特集 女性の成
人病？ 更年期障害

　女性の更年期障害を特集。多様な
更年期症状のほか、女性ホルモンの
変化による、動脈硬化や骨

こつ
粗
そ
鬆
しょう
症
しょう
な

どに関しても解説。更年期障害の自
己チェック表も紹介されている。

●1992年２月号 トピックス「特定
保健用食品」の制度化について

　いまではすっかりおなじみの特定
保健用食品（トクホ）の制度化にあたり、
食品の働きや制度の内容に関して紹
介した。

●1993年10月号 健康情報 青少年の喫煙と健康をかん
がえる

　現在は未成年の喫煙率は低下傾向にあるが、当時は喫煙が社
会問題化していた。記事では、小学生から高校生までの喫煙経験者
（高校生男子60％）や成人時の喫煙の意思がある者の割合の高
さを問題視。健康影響や喫煙防止教育の方法も紹介した。

1988
    ・1992

●1993年４月号 連載 「暮らしと健康」、連載「育児教室 
CHILD CARE」

　住環境や季節の変化によるリスク、たばこ問題など、身近な暮ら
しの中の健康問題を取り扱った連載、乳児の発育・発達、栄養やしつ
けなどを解説した連載など、バラエティー豊かな企画が目白押し。
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　1995年４月号より、表紙のデザイン
は絵画風のイラストシリーズがスタート。

●1997年10月号 特集 生涯
を通じた健康づくりのため
の身体活動のあり方

　厚生省によって、健康づくりの
ための年齢・対象者別の身体活動
指針が示され、早速、特集記事で
解説！

　1999年４月号より、地域で活
躍する健康運動指導士、健康運動
実践指導者の取り組みを紹介する
「健康運動指導士＆健康運動実
践指導者　訪問」の連載がスター
ト！

　1997年に介護保険法成立、2000年４月よりスタートする介護保
険制度について、1999年４月号より、「これからの介護Q&A」を連載
開始。厚生省介護保険制度実施推進室本部事務局が執筆担当した。

　1999年２月号の「今月のことば」に
は、のちに新型コロナウイルス感染
症対策の専門家会議等で国民への
説明にあたった尾身茂先生（当時、自
治医科大学教授）が登場し、就任予定のWHO西太平洋地域事務局
長としての抱負を寄せた。

●2000年４月号 「健康日本21（21世紀の国民健康づくり
運動）の推進」

●2000年７月号 特別対談 健康日本21をめぐって
●2001年３月号 特集 健康日本21地方計画を進めるため

に
　2000年に開始した健康日本21の解説記事のほか、大谷藤郎氏
（当時、国際医療福祉大学学長）と篠崎英夫氏（当時、厚生省保健
医療局長）の対談、さらに、健康日本21の地方計画策定のポイント
解説の記事などが並んだ。

●1997年４月号 特集 輸入感染症
を防ぐ

●1997年６月号 特別企画 水の感
染症を予防する

　海外からの渡航者による感染症の現
状と対策、1996年に発生したクリプト
スポリジウムの集団感染の予防法など、感染症関係の解説記事。
1997年４月号からは「病気を運ぶ虫」として、写真付きでさまざま
な感染症を解説した。
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世
の
中
の
出
来
事

１
９
９
５
年

▼
阪
神・淡
路
大
震
災

▼
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
育
成
事
業
開
始

１
９
９
６
年

▼「
成
人
病
」の
名
称
が「
生
活

習
慣
病
」に
変
更

１
９
９
７
年

▼
介
護
保
険
法
成
立

１
９
９
８
年

▼
長
野
１
９
９
８
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
法
成
立

２
０
０
０
年

▼
第
３
次
国
民
健
康
づ
く
り

対
策《
21
世
紀
に
お
け
る
国

民
健
康
づ
く
り
運
動
》「
健

康
日
本
21
」開
始

▼
介
護
保
険
制
度
導
入

２
０
０
１
年

▼
中
央
省
庁
再
編
に
よ
り
1

府
12
省
庁
に
移
行

▼
厚
生
労
働
省
内
に
健
康
局

設
置

▼
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運

動
指
導
者
の
知
識
及
び
技

能
に
係
る
審
査
及
び
証
明

の
事
業
の
認
定
に
関
す
る

省
令

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画

策
定

1997

1995

1999

2000・2001
1999

1995・1997

1997

1997

●1995年11月号 特集 災害時
の応急対策

　阪神・淡路大震災、地下鉄サリン事
件などの発生を受けて、緊急時の応
急対策や災害時のハイリスク者など
の対応について紹介した。
●1997年12月号 特集 防災対策を考える
　地震や火災、風水害への備え、発生時の具体的行動などを紹介
した。



2002

2005

特別企画●月刊「健康づくり」のあゆみ ～創刊号から48年の軌跡～

　通巻300号は、記念特集として「私の
健康法」を企画。各界の著名人からユ
ニークな健康エッセイを寄稿いただいた。

　2005年６月号では、連載「プロの知識・プロの技術シリーズ」の
第１回開始。１年目は「糖尿病予防」をテーマに津下一代先生が執
筆した。このシリーズからは単行本も発行された。

●2005年7月号 特集 介護予防事業が本格実施
　介護保険制度改革による介護予防の実施が決定！
●2005年12月号 特集 ここがポイント！ メタボリックシ

ンドローム
　内臓脂肪の蓄積に着目し、高血圧、高血糖、脂質異常が重複し
た状態を基準とするメタボリックシンドローム。その診断基準や疾
病リスクに関して解説した。

●2006年２月号 特集 「食育」が子ども
を元気にする！

●2006年８月号 特集 中間評価にみる
「健やか親子21」の到達点

●2006年12月号 特集 子どもの体力・食生活事情
　食育基本計画、母子保健の推進運動である「健やか親子21」な
どを取り上げて、子どもや親子の健康づくり、体力つくりの重要性
を発信！

●2006年５月号 特集 健康運動指導
士が変わる！

　2007年度より健康運動指導士の養成
制度が新しく生まれ変わることから、厚生
労働省における運動施策の近年のトレン
ド、資格取得方法の多様化等の見直しの
ポイントを紹介した。
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２
０
０
２
年

▼
日
韓
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
開
催

▼
健
康
増
進
法
成
立

▼
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語

辞
典
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
に

「
k
a
r
o
s
h
i（
過
労

死
）」掲
載

２
０
０
４
年

▼
新
潟
県
中
越
地
震
で
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
が
問

題
化

２
０
０
５
年

▼
日
本
内
科
学
会
な
ど
８
学

会
に
よ
る「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」の
診
断
基

準
策
定

▼
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
策

定
▼
食
育
基
本
法
成
立

２
０
０
６
年

▼
禁
煙
治
療
の
保
険
適
用
が

開
始

▼
介
護
予
防
事
業
開
始

▼
が
ん
対
策
基
本
法
成
立

▼
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運

動
基
準
２
０
０
６
、エ
ク
サ

サ
イ
ズ
ガ
イ
ド
策
定

▼
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運

動
指
導
者
の
事
業
の
認
定

に
関
す
る
省
令
が
廃
止

　体力つくり季刊誌「トリムジャパン」
と合併してA４判にリニューアルした。
第１号の特集は「21世紀における健
康づくりの展望」。

　「生活習慣病予防の最新知識シリーズ」は2002年４月号から脳
卒中や糖尿病、栄養・食生活をテーマに全９回、「がん予防の最新知
識シリーズ」はがんの部位別に全９回それぞれ現状と課題、予防の
ための生活習慣について解説した。

2005

2006

2006

2006

2005

2006

2002

●2006年１月号 新春対談
「健康に生きる」
　当時95歳になる聖路加国際
病院の日野原重明理事長と対談。「生活習慣病」という言葉を考え
た日野原先生には、その背景や健康づくりの習慣化、健康長寿の
秘訣などを伺った。

●2006年３月号 特集 「運動基
準」誕生！

●2006年９月号 特集 安全・有
効な運動を広めたい「運動指
針」発表

●2006年10月号 特集 動き
始めた健診・保健指導の見直
し

　「健康づくりのための運動基準2006」と「エクササイズガイド」が
策定され、2008年度からの特定保健指導の議論もスタートしたこ
とから、運動指導に的を絞った企画に力を入れた。



●2007年５月号 特集 効果は出るのか？ これからの「健診・
保健指導」

●2008年６月号 特集 特定保健指導で健康運動指導士の
力を生かすために

　2008年度から医療保険者に義務化される特定健診・特定保健
指導は、その開始前から積極的に特集等で解説し、行政や保健指導
担当者等に向けて情報提供を実施した。

●2007年４月号 特集 体育系大学で始まる健康運動指導
士の養成

　４月から体育系大学で開始される健康運動指導士の養成校制度
に関して、フィットネス業界からの期待、養成校からの抱負などを交
えて掲載。

2008
　2008年４月号より、世界遺産の表紙
写真シリーズがスタート。初回は「知床
の春」。

2007

●2007年６月号 特集 「健康日
本21」中間評価と国民運動の
新展開

●2007年７月号 特集 「新健康フロンティア戦略」がめざす
もの

●2007年８月号 特集 女性の健康づくりのための新たな対
策

●2007年月9号 特集 がん対策最前線
　国の健康づくりや疾病予防にかかわる施策を次々に解説し、施策どうし
のつながりなどに関しても紹介し理解を深める企画を４号続けて展開。

●2011年９月号 座談会 被災地
支援のために運動指導者がで
きること

●2012年１月号 新春座談会 運動・スポーツの力で、日本を
元気にしよう！

●2012年９月号 座談会 被災地での運動による身体的・精
神的支援のあり方

　東日本大震災を受けて、被災地支援のために運動指導者や健康
づくり関係者ができる支援等について、また、健康支援活動の実態
を調査した報告書やガイドラインに関して座談会を開催した。
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2007・2008

2007

2011・2012

●2010年４月号 特集 再発見「和の動き」
　古式泳法やナンバ走り、すり足、呼吸法など日本の文化から生ま
れた動きを特集した。
●2010年９月号 特集 ロコモティブシンドロームを知ってい

ますか
　運動器の障害のために移動機能が低下している状態（＝ロコモ）
を初めて解説した。

2010

●2008年８月号 特集 総合型地域スポーツクラブってなに？
　子どもから高齢者まで誰もが日常的にスポーツを行える場「総
合型地域スポーツクラブ」が本誌初登場！

2008

●2008年12月号 特集 変わり始めた健康運動実践指導者
　健康運動実践指導者の資格制度の見直しに向けて、専門会議が
まとめた報告書を読み解く。

2008

●2011年４月号 特集 世界の健康施策 
●2011年５月号 特集 国際比較に見るたばこ規制
　日本の健康づくりの現在地を知るためには、世界の取り組みの特集
も。

2011

●2011年10月号 特集 「スポーツ基
本法」成立！

　すべての人にスポーツを楽しむ権利を保
障し、スポーツの推進を国の責務とした「ス
ポーツ基本法」が成立。早速、基本法の概要
やポイント、各界からの意見を掲載した。

2011

世
の
中
の
出
来
事

２
０
０
７
年

▼
65
歳
以
上
人
口
21・５
％
と

な
り「
超
高
齢
社
会
」へ

▼
日
本
整
形
外
科
学
会
が「
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」を
提
唱

２
０
０
８
年

▼
特
定
健
康
診
査・特
定
保
健

指
導
開
始

２
０
１
０
年

▼
Ｗ
Ｈ
Ｏ「
健
康
の
た
め
の
身

体
活
動
に
関
す
る
国
際
勧

告
」で
、不
活
動
の
リ
ス
ク

と
筋
ト
レ
の
有
用
性
を
新

た
に
取
り
上
げ
る

２
０
１
１
年

▼「
ス
マ
ー
ト・ラ
イ
フ・プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」開
始

▼
東
日
本
大
震
災

▼
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
成
立

２
０
１
２
年

▼
第
1
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計

画
策
定

▼
幼
児
期
運
動
指
針
策
定

▼
山
中
伸
弥
教
授
が
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
の
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞



　健康運動指導士・健康運動実践指導
者の養成事業25周年記念式典を報告し
た特別号（2013年11月号）。

●2016年７月号 特集 わが国のアルコール健康障害対策
●2016年８月号 特集 国内外のたばこ対策
　アルコール問題、たばこ問題など、依存症の実態と対策も特集
で最新情報をフォローアップ。

　誕生したばかりのスポーツ
庁の初代長官・鈴木大地氏と
新春対談（2016年１月号）。

　「新日本歩く道紀行 100選シリーズ」
開始。四季のある美しい日本の自然道や
歴史ある街道を紹介（2017年４月号）。

特別企画●月刊「健康づくり」のあゆみ ～創刊号から48年の軌跡～

　2014年４月号より、スポーツや運動
をイメージする表紙写真がスタート。

●2013年１月号　新春座談会
日本の健康を創る～健康日
本21（第二次）～

●2013年２月号 特集 健康日
本21（第二次）身体活動・運動の全容

●2013年３月号 特集 健康を支える「社会環境」創造に挑
戦する

　2013年４月開始の健康日本21（第二次）に合わせて３号連続で
関連記事を特集する。キーワードは「社会環境の整備」！
　2013年４月号から、最終号まで続いた長期連載「トレーナー岩
﨑の優言実幸」開始。
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2013

2016

2016

2017

2014 2013

●2013年５月号 特集 新しい身体活動基準・身体活動指針
●2014年２月号 特集 プラス１０でロコモ・メタボ・認知症予防
●2014年６月号 特集 健康づくりのための睡眠指針2014
●2014年７月号 特集 日本人の食事摂取基準（2015年版）
　健康日本21（第二次）の推進に向けて策定された、栄養・運動・
睡眠のための基準・指針の特集号！

　編集部で調べ上げた、国内の運
動・スポーツ・健康づくりに関する指
導者資格の紹介を特集（2017年３
月号）。

　2015年４月号より「こばたてるみの食と運動のおいしい関係」開始。

●2016年６月号 特集 アクアフィットネスによる健康づくり
●2016年９月号 特集 高血圧者への運動指導法
●2016年11月号 特集 メタボ・ロコモ予防にインターバル

速歩
●2017年４月号 特集 スロージョギングを科学する
●2017年９月号 特集 正しく楽しくストレッチング
　話題の各種運動プログラムを特集！　運動の具体的方法や健
康効果、専門家による解説でその詳細をお届け。

2017

2013・2014

2015

2016・2017

２
０
１
３
年

▼
第
４
次
国
民
健
康
づ
く
り

対
策「
健
康
日
本
21（
第
二

次
）」開
始

▼
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身

体
活
動
基
準
２
０
１
３
、ア

ク
テ
ィ
ブ
ガ
イ
ド
策
定

２
０
１
４
年

▼
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の

差
は
男
性
で
約
９
年
、女
性

で
約
13
年
。健
康
寿
命
の
延

伸
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進

▼
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡

眠
指
針
２
０
１
４
策
定

２
０
１
５
年

▼
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦

略（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）策

定
▼「
健
康
経
営
銘
柄
」公
表

▼「
国
連
サ
ミ
ッ
ト「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」

採
択

▼
ス
ポ
ー
ツ
庁
設
立

２
０
１
７
年

▼
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計

画
策
定



2018
　日本医師会長、厚生労働省医
務技監と受動喫煙防止を中心に
日本の健康増進施策について鼎談
（2018年１月号）。

　東京オリンピックでメジャー
になったアーバンスポーツを特集
（2021年8月号）。

　1961年以来、九州大学と福岡県久山町が共同実施している、
住民を対象とした大規模コホート「久山町研究」を特集（2018年５
月号）、健康経営と働く人の身体活動を特集（2018年６月号）。

2018

2018

2019〜2021

2021

2021

2019・2020

2018

2020・2021

●2021年10月号 特集 自転車で健康づくり
●2021年11月号 特集 健康をささえる「腸内細菌」
　ちょっと気になる話題の健康テーマも積極的に特集として取り上
げる！

●2019年４月号～2020年３月号 連載 ナッジ入門～健康
づくりにおける行動経済学の応用～

●2020年６月号 特集 ナッジ理論を活用した健康づくり
　強制や説得を用いるのではなく、＂行動をそっと促す＂新しい行動
理論「ナッジ理論」を取り上げる。

　2018年11月号は、健・体財団創立
40周年を記念した特別号。寬仁親王妃
信子殿下をお招きしての式典の紹介、
40年を振り返りこれからを語る特別座
談会、事業年表などを掲載した。

　当財団が実施した「医療機関と健
康運動指導士等との連携による運動
療法の在り方に関する調査・研究」の
報告書のポイントと、調査を先導した委員会メンバーによる座談会を
２号にわたり特集した（2018年８月号、2018年９月号）。

●2020年７月号 特集 新しい
生活様式下での運動

●2020年８月号 特集 テレ
ワークに対応した働き方と
休養

●2021年７月号 特集 コロナ禍における熱中症予防
　2020年は東京オリンピック・パラリンピックが開催予定だったが、
新型コロナウイルス感染症の拡大により延期。コロナ禍に対応した
特集を企画した。

●2019年８月号 特集 身体活動を高
めるために－WHO身体活動に関
する世界行動計画2018-2030の
概要－

●2020年９月号 特集 WHO「認知症
リスク低減のためのガイドライン」

●2021年６月号 特集 WHO「身体活動・座位行動ガイドラ
イン」のポイント

　世界保健機関（WHO）が策定・公表した＂グローバルな健康づく
り＂ガイドラインをいち早く紹介した。
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世
の
中
の
出
来
事

２
０
１
８
年

▼
改
正
健
康
増
進
法（
受
動
喫

煙
防
止
）成
立
。学
校
・
病

院・児
童
福
祉
施
設
等・行

政
機
関
の
庁
舎
等
の
敷
地

内
禁
煙
が
原
則
義
務
化

▼「
体
育
の
日
」が「
ス
ポ
ー
ツ

の
日
」へ

２
０
１
９
年

▼
Ｗ
Ｈ
Ｏ「
認
知
症
・
認
知
機

能
低
下
の
リ
ス
ク
を
低
減

す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
策
定

▼
健
康
寿
命
延
伸
プ
ラ
ン
策

定
２
０
２
０
年

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）流
行

▼
Ｗ
Ｈ
Ｏ「
身
体
活
動・座
位
行

動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」策
定

２
０
２
１
年

▼
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
働
き
方
改
革
推

進
支
援
に
よ
り
テ
レ
ワ
ー

ク
浸
透
。不
活
発
や
不
規

則
な
生
活
習
慣
が
課
題
に



特別企画●月刊「健康づくり」のあゆみ ～創刊号から48年の軌跡～

　世界基準のタバタトレーニ
ングを田畑泉先生ご本人から
特別寄稿（2025年12月号）。

　消費者庁のパーソナルト
レーニングによる事故報告を
受け、座談会でガイドライン作
成の提案（2022年８月号）と正
しい筋トレの具体的方法の解説
（2022年９月号）を２部作で。

●2025年６月号 特集 がんサバイバーシップガイドライン
身体活動・運動編

●2025年９月号 特集 認知症施策推進基本計画
　喫緊の社会的課題として押さえておきたいがん、認知症を特集。

　子どもの自然な遊びと運動指導（2022年２月号）、妊婦の健康
を支える食生活と運動（2022年３月号）、成長はぐくむ自然体験活
動（2022年７月号）で、次世代の健康づくりをそれぞれ特集。
　2022年11月号にて、中学校の運動部活動の地域移行の取り
組みを解説！

2025

2025

2022 2022

　健康寿命を延ばすには「筋トレ」が
重要！いち早く時代のトレンドを取り上
げる。筋トレ座談会３部作（2023年１
月号、2024年２月号、2025年１月号）。

　日本の健康づくりや保健医療政策
の世界への貢献をテーマに座談会開
催（2026年１月号）。

　2024年10月号では、運動
指導の現場で、フリーランスと
して活躍されている方、起業
されている健康運動指導者の
方にご出演いただき、フリーラ
ンスならではの課題や働き方
のアドバイスをいただいた。

2026

2023〜2025

2024・2025

2024

●2024年４月号 特集 健康づくりのための身体活動・運動
ガイド2023

●2024年５月号 特集 健康づくりのための睡眠ガイド
2023

●2024年６月号 特集 健康に配慮した飲酒に関するガイ
ドライン

●2025年４月号 特集 日本人のための食事摂取基準
（2025年版）
　健康日本21（第三次）に合わせて公表された国のガイドライン
や普及啓発ツールを、順次、特集で紹介。

　健康日本21（第三次）がス
タート！2023年８月号で全体
像を、2023年９月号で身体活
動・運動分野を、2024年１月号
で学識経験者や行政担当者に
よる座談会を開催し、まとまっ
た情報をしっかりとお届けした。
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2023・2024

２
０
２
２
年

▼
第
３
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計

画
策
定

２
０
２
３
年

▼
運
動
部
活
動
の
地
域
連
携・

地
域
移
行
に
係
る
改
革
推

進
ス
タ
ー
ト

▼
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進

す
る
た
め
の
認
知
症
基
本

法
成
立

２
０
２
４
年

▼
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身

体
活
動
基
準
２
０
２
３
、ア

ク
テ
ィ
ブ
ガ
イ
ド
２
０
２
３

策
定

▼
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡

眠
指
針
２
０
２
３
策
定

▼
第
５
次
国
民
健
康
づ
く
り

対
策「
健
康
日
本
21（
第
三

次
）」開
始

▼
認
知
症
施
策
推
進
基
本
計

画
策
定

２
０
２
５
年

▼
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準

２
０
２
５
策
定

▼
す
べ
て
の
事
業
場
で
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
義
務
化（
準

備
中
）

▼
大
阪・関
西
万
博
開
催

▼
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催



健
康
格
差
と
は

　

健
康
格
差（health inequality
）と
は
、

社
会
経
済
状
態
の
違
い
に
伴
って
生
じ
る
健

康
状
態
の
差
で
あ
り
、罹り

患か
ん・死
亡・機
能・

w
ell-being

な
ど
幅
広
い
指
標
で
観
察
さ
れ

る
。教
育
水
準
や
職
業
階
層
に
沿
って
死
亡

率
に
明
確
な
勾
配
が
認
め
ら
れ
、社
会
経
済

的
に
不
利
な
集
団
ほ
ど
平
均
寿
命
が
短
い

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
所
得
や

教
育
水
準
が
低
い
人
ほ
ど
自
己
評
価
健
康

が
低
く
、抑
う
つ
症
状
や
心
理
的
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
や
す
い
な
ど
、主
観
的
健
康
感
や
精

神
的w

ell-being

に
も
及
ぶ
。背
景
に
は
医

療
ア
ク
セ
ス
差
だ
け
で
な
く
、生
活
環
境
や

行
動
機
会
の
不
均
等
、心
理
社
会
的
ス
ト
レ

ス
曝ば

く

露ろ

な
ど
複
数
経
路
が
あ
る
。社
会
経
済

的
に
不
利
な
条
件
下
で
は
、健
康
的
な
生
活

を
維
持
す
る
資
源
が
制
限
さ
れ
、健
康
リ
ス

ク
が
蓄
積
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、健
康
格
差

は
、個
人
の
努
力
の
問
題
で
は
な
く
、社
会
構

造
の
中
で
再
生
産
さ
れ
る
回
避
可
能
で
不

公
正
な
差（unfair and avoidable dif-
ferences

）と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る1)

。

こ
う
し
た
変
化
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ︲19
流
行
そ
の

も
の
に
起
因
す
る
の
か
、運
動
部
活
動
の
地

域
移
行
を
含
む
制
度・環
境
変
化
と
関
連

す
る
の
か
な
ど
、本
研
究
の
み
で
要
因
を
特

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。い
ず
れ
に
せ
よ
、一

般
に
、社
会
経
済
的
に
不
利
な
層
ほ
ど「
健

康
的
な
余
暇
身
体
活
動
」へ
の
ア
ク
セ
ス
が

限
ら
れ
、そ
の
結
果
と
し
て
慢
性
疾
患
リ
ス

ク
の
低
減
機
会
を
逃
し
が
ち
で
あ
る
。こ
の

点
は
、身
体
活
動
を
一
律
に
推
奨
す
る
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
り
、社
会
経
済
格
差
に
配

慮
し
た
実
装
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
、健
康

格
差
対
策
の
立
場
か
ら
の
議
論
に
つ
な
が

る
。

　

一
方
で
、身
体
活
動
の
社
会
経
済
的
格
差

を
縮
小
す
る
介
入
方
略
に
つ
い
て
は
、現
時

点
で
は
画
一
的
な
結
論
は
得
ら
れ
て
い
な

い
。比
較
的
最
近
の
２
０
２
３
年
に
公
刊
さ

れ
た
レ
ビ
ュ
ー・オ
ブ・レ
ビ
ュ
ー
ズ
で
も
、多
く

の
研
究
が
、介
入
効
果
の
平
均
値
の
み
を
報

告
し
、社
会
経
済
指
標
に
よ
る
層
別
解
析
や

交
互
作
用
の
検
討
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る6)

。つ
ま
り
、介
入
が

格
差
に
与
え
る
影
響
を
判
断
で
き
る
研
究

設
計・報
告
が
不
足
し
て
い
る
。

格
差
を
是
正
す
る
介
入
と
は

　

格
差
を
是
正
す
る
介
入
は
ど
の
よ
う
に

設
計
さ
れ
る
べ
き
か
。こ
こ
で
い
う「
是
正
」

と
は
、単
な
る
差
の
存
在（inequality

）の
指

摘
で
は
な
く
、回
避
可
能
で
不
公
正
な
差

（equity

）の
縮
小
と
い
う
価
値
判
断
を
伴

教
育
水
準
や
所
得
と
正
の
関
連
を
示
す
一

方
、職
業
性
の
身
体
活
動
は
低
い
社
会
経
済

状
態
と
関
連
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
報

告
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
は
、日
本
で
も
見
受

け
ら
れ
る
。２
０
２
０
年
に
実
施
さ
れ
た
全

国
代
表
の
デ
ー
タ（N

ational Sport and 
Lifestyle Survey

）を
用
い
て
、日
常
生
活

の
異
な
る
ド
メ
イ
ン（
仕
事
、移
動
、余
暇
、座

位
行
動
）ご
と
に
身
体
活
動
に
お
け
る
社
会

経
済
的
格
差
を
検
討
し
た
研
究
は
、余
暇
に

お
け
る
身
体
活
動
で
は
教
育
レ
ベ
ル
や
所
得

に
よ
る
格
差
が
大
き
く
、低
学
歴・低
所
得

層
ほ
ど
実
施
量
が
少
な
い
こ
と
を
報
告
し
て

い
る4)

。仕
事
で
の
身
体
活
動
は
、重
労
働
に
近

い
高
強
度・長
時
間
の
活
動
を
含
み
や
す
く
、

心
疾
患
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
う
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、公
衆
衛
生

の
観
点
か
ら
は
必
ず
し
も
有
益
と
は
言
え

な
い
面
も
あ
る
。こ
の
研
究
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ︲

19
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
特
異
な
社
会
状
況

下
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、成
人

に
お
け
る「
平
時
」へ
の
回
復
後
の
動
向
に
つ

い
て
は
、今
後
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
蓄
積
を
待
つ
必

要
が
あ
る
。

　

全
国
の
青
少
年
を
対
象
と
し
た
反
復
横

断
デ
ー
タ
を
用
い
て
、Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ︲19
流
行

前
後
の
身
体
活
動
の
社
会
経
済
格
差
の
推

移
を
検
討
し
た
研
究
は
、Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ︲19
流

行
下
に
拡
大
し
た
格
差
が
そ
の
後
も
尾
を

引
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。特
に
、

低
所
得
層
で
の
不
足
が
流
行
中
に
よ
り
顕

著
と
な
り
そ
の
後
も
続
い
て
い
る5)

。た
だ
し
、

身
体
活
動
の
効
能

　

身
体
活
動
が
健
康
に
有
益
で
あ
る
こ
と

は
、シ
ス
テ
マ
テ
ィッ
ク
レ
ビュー
や
メ
タ
ア
ナ
リ

シ
ス
に
よ
って
一
貫
し
て
示
さ
れ
て
き
た
。Ｗ

Ｈ
Ｏ
は
、身
体
活
動
が
心
血
管
疾
患
、２
型

糖
尿
病
、が
ん
、う
つ
病
な
ど
主
要
な
非
感

染
性
疾
患
の
予
防
に
寄
与
す
る
と
結
論
づ

け
て
お
り
、身
体
活
動
不
足
を
世
界
的
な

公
衆
衛
生
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る2)

。

身
体
活
動
量
が
最
も
低
い
集
団
に
お
い
て
、

わ
ず
か
な
身
体
活
動
で
あ
って
も
全
死
亡
リ

ス
ク
が
有
意
に
低
下
す
る
こ
と
を
示
し
た
最

新
の
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス3)
は
、身
体
活
動
が
健
康

増
進
の
中
核
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
示
し
て

い
る
。身

体
活
動
に
お
け
る

社
会
経
済
的
格
差

　

身
体
活
動
の
効
能
が
確
固
た
る
エ
ビ
デ
ン

ス
で
も
って
示
さ
れ
る
一
方
で
、身
体
活
動
の

実
施
状
況
に
は
、社
会
経
済
状
態
に
よ
る
明

確
な
不
均
等
が
存
在
す
る
。多
く
の
研
究

が
、余
暇
の
身
体
活
動
は
成
人
期
を
中
心
に

健
康
格
差
と
身
体
活
動
：

現
状
と
課
題
、実
装
の
論
点

琉
球
大
学
医
学
部
准
教
授

京
都
大
学Beyond2050

社
会
的
共
通
資
本
研
究
部
門
特
任
准
教
授

喜
屋
武 
享

【特別寄稿】

琉球大学卒業、同大学大学院修
士・博士後期課程修了、博士（保
健学）。沖縄女子短期大学助教、
神戸大学助教、京都大学助教を
経て、2023年より現職。沖縄県
児童生徒体力向上推進委員会
副委員長ほか。専門は学校保健
学、社会疫学、運動疫学。
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特別寄稿●現代社会の諸課題と運動・スポーツの力

設・制
度
な
ど
）③
組
織
内
要
因（
人
員・連

携・組
織
文
化
な
ど
）④
受
益
者（
時
間・体

力・ケ
ア
負
担
な
ど
）⑤
実
装
プ
ロ
セ
ス（
広

報・勧
誘・改
善
の
し
く
み
な
ど
）に
分
解
し

て
点
検
す
る
こ
と
が
で
き
る
。障
壁
の
所
在

を
整
理
し
、料
金・会
場・時
間
な
ど〝
設
計

変
更
点
〟の
洗
い
出
し
に
つ
な
げ
や
す
い
。さ

ら
に
介
入
を「
健
康
行
動
」だ
け
の
問
題
と

し
て
閉
じ
ず
、労
働
安
全
、雇
用
保
障
、社
会

保
障
と
いっ
た
政
策
レ
バ
ー
を
通
じ
て
健
康

格
差
を
動
か
し
う
る
と
い
う
視
点
を
も
つ
こ

と
も
、構
造
的
介
入
の
実
装
可
能
性
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
。

レ
バ
ー
〟と
し
て
整
理
す
るW

hitehead

の

類
型
枠
組
み
も
あ
る
。身
体
活
動
施
策
に

あ
て
は
め
て
み
る
と
、徒
歩・自
転
車
移
動
を

支
え
る
空
間
整
備
、公
共
交
通
と
歩
行
環

境
の
接
続
、学
校・地
域
の
施
設
利
用
の
容

易
化
、職
域
の
業
務
設
計
や
休
憩・裁
量
の

改
善
な
ど
、「
身
体
活
動
が
追
加
的
努
力
で

は
な
く
自
然
な
選
択
に
な
る
」よ
う
行
動
機

会
の
分
布
そ
の
も
の
を
変
え
る
設
計
が
求
め

ら
れ
る
。

　

第
２
に
、介
入
は「
普
遍
的
」で
あ
っ
て
も

「
一
律
」で
あ
って
は
な
ら
ず
、社
会
経
済
的

に
不
利
な
集
団
ほ
ど
参
加
コ
ス
ト
が
下
が
る

よ
う
支
援
量
や
強
度
を
上
乗
せ
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。こ
れ
は
普
遍
的
施
策
を
提
供

し
つつ
、不
利
の
程
度
に
比
例
し
て
規
模
と
強

度
を
厚
く
す
るproportionate univer-

salism

の
考
え
方
に
基
づ
く
。実
務
的
に
は
、

費
用
補
助
、地
域
の
身
近
な
拠
点（
公
民
館・

学
校・職
場
な
ど
）で
の
実
施
、送
迎・託
児
、

柔
軟
な
時
間
設
定
、参
加
手
続
き
の
簡
素

化
な
ど
で
参
加
障
壁
を
下
げ
る
こ
と
を
意

味
す
る
。介
入・政
策
を
整
理
枠
組
み
と
し

て
、「
ど
こ
に
焦
点
を
当
て（w

orst-off/gap/
gradient

）、ど
の
社
会
集
団
に
ど
の
程
度
便

益
が
及
ぶ
か（selective/universal

）」と

い
う
観
点
か
ら
、次
の
４
類
型
で
整
理
す
る

枠
組
み
も
あ
る
。①
最
も
不
利
な
層
だ
け

を
ね
ら
う（targeted

）②
全
員
に
同
じ
内

容
を
提
供
す
る（universal

）③
全
員
に
提

供
し
つつ
不
利
な
層
に
追
加
支
援
を
上
乗
せ

す
る（universal w

ith additional target-
ing

）④
資
源
を
不
利
な
側
に
再
配
分
す
る

（redistributive

）。重
要
な
の
は
、普
遍
的

に
提
供
す
る
こ
と
自
体
で
は
な
く
、勾
配
全

体
を
動
か
し
つつ
、最
も
参
加
コ
ス
ト
が
高
い

層
の
到
達
と
継
続
を
保
障
す
る
よ
う
配
分

設
計
に
落
と
し
込
む
点
で
あ
る
。た
だ
し
、

「
比
例
」を
ど
の
指
標
で
定
義
し
、ど
の
水
準

（
個
人・地
域・組
織・制
度
）で
運
用
す
る
か

は
争
点
に
な
り
う
る
た
め
、配
分
ル
ー
ル
と

評
価
指
標
を
事
前
に
明
確
化
し
、社
会
経

済
状
態
、場
所
、性
別
等
に
よ
る
到
達・継
続・

脱
落
の
差
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
３
に
、格
差
是
正
を
ね
ら
う
な
ら
、平

均
効
果
だ
け
で
な
く
、到
達・継
続・脱
落
が

社
会
経
済
的
背
景
で
偏
って
い
な
い
か
を
評

価
設
計
に
組
み
込
む
必
要
が
あ
る
。介
入
の

公
衆
衛
生
イ
ン
パ
ク
ト
をR

each

、Effec-
tiveness

、Adoption

、Im
plem

enta-
tion

、Maintenance

の
５
次
元
で
と
ら
え

る
Ｒ
Ｅ-

Ａ
Ｉ
Ｍ
は
、そ
の
点
検
に
有
用
で
あ

る
。効
果
の
有
無
に
加
え
、①
誰
に
届
い
た
か

（Reach

）②
ど
の
現
場
が
採
用
し
た
か（A

-
doption

）③
計
画
ど
お
り
運
用
で
き
た
か

（Im
plem

entation

）④
終
わ
っ
た
あ
と
も

続
い
た
か（M

aintenance

）ま
で
確
認
す

る
。た
だ
し
、Ｒ
Ｅ︲Ａ
Ｉ
Ｍ
は「
何
を
達
成
す

べ
き
か（
届
く・続
く・維
持
さ
れ
る
）」を
整

理
す
る
枠
組
み
で
あ
り
、届
か
な
い
／
続
か

な
い
理
由
の
診
断
に
は
別
の
視
点
が
要
る
。

そ
の
有
用
な
枠
組
み
の
一
つ
がT

he Con-
solidated Fram

ew
ork for Im

plem
en-

tation Research
（
Ｃ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
）で
あ
る
。Ｃ

Ｆ
Ｉ
Ｒ
は
障
壁
を
①
介
入
特
性（
複
雑
さ・

費
用
負
担
な
ど
）②
外
的
環
境（
交
通・施

う
。重
要
な
の
は
、①
ど
こ
に
働
き
か
け
る
か　

②
誰
に
ど
れ
だ
け
厚
く
届
け
る
か
③
届
い
て

続
く
よ
う
に
運
用
し
、格
差
の
影
響
を
評
価

で
き
る
か
の
３
点
を
、介
入
設
計
に
組
み
込

む
こ
と
で
あ
る
。以
下
、こ
の
３
点
に
沿
っ
て

整
理
す
る
。

　

第
１
に
、格
差
是
正
を
め
ざ
す
介
入
は
、

個
人
の
知
識
や
動
機
づ
け
に
依
存
す
る
介
入

（
教
育
、情
報
提
供
、自
己
管
理
支
援
）に
偏

り
す
ぎ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。こ
れ
ら

は
平
均
的
に
は
効
果
を
生
み
う
る
一
方
で
、

時
間・お
金・情
報
への
ア
ク
セ
ス
が
あ
る
人
ほ

ど
実
行
し
や
す
い
た
め
、結
果
と
し
て
有
利

な
層
に
効
果
が
偏
り
、格
差
を
縮
め
な
い
、場

合
に
よって
は
拡
大
さ
せ
て
し
ま
う（
こ
れ
を

〝intervention-generated inequali-
ties

〟と
い
う
）。た
と
え
ば
運
動
の
推
奨
や
ア

プ
リ
に
よ
る
自
己
管
理
は
、自
由
時
間
や
費

用
、環
境
資
源
が
乏
し
い
人
に
は
実
行・継
続

が
難
し
く
、「
で
き
る
人
だ
け
が
改
善
す
る
」

状
況
が
起
こ
り
う
る
。し
た
が
って
、生
活
条

件
や
環
境・制
度
を
変
え
る
構
造
的
介
入
を

組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。健
康
の
決
定

要
因
を
、「
個
人
」か
ら
外
側
へ
向
け
て
、「
身

近
な
支
え
」「
生
活・労
働
条
件
」「
社
会
経

済・政
策
へ
と
広
が
る
層
と
し
て
整
理
す
る

D
ahlgren &

 W
hitehead

のRainbow

※ 
m

odel

は
介
入
が
ど
の
レ
ベル
に
働
き
か
け
る

の
か
を
明
確
に
す
る
の
に
有
用
で
あ
る
。健

康
格
差
対
策
の
介
入
を
①
個
人
の
強
化
②

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
強
化
③
生
活・労
働
条
件

と
必
須
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
④
健

康
的
な
マ
ク
ロ
政
策
の
推
進
、と
い
う〝
介
入

■参考資料
1） �Marmot M, Friel S, Bell R, Houweling TAJ, Taylor S, Commission on Social Deter

minants of Health. Closing the gap in a generation: health equity through action on 
the social determinants of health. Lancet. 2008;372(9650):1661-1669.

2） �World Health Organization. Physical activity. Accessed February 2, 2026. https://
www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/physical-activity

3） �Ekelund U, Tarp J, Ding D, et al. Deaths potentially averted by small changes in 
physical activity and sedentary time: an individual participant data meta-analysis 
of prospective cohort studies. Lancet. 2026;407(10526):339-349.

4） �Kyan A, Takakura M. Socio-economic inequalities in physical activity among Japan
ese adults during the COVID-19 pandemic. Public Health. 2022;207:7-13.

5） ��Kyan A, Takakura M. Socioeconomic inequalities in health behaviours pre- and 
post-COVID-19 among Japanese school-aged adolescents: a nationally representati
ve three-wave repeated cross-sectional survey. Environ Health Prev Med. 
2025;30:70.

6） �Kohler S, Dippon L, Helsper N, et al. Population-based physical activity promotion 
with a focus on health equity: a review of reviews. Int J Equity Health. 
2023;22(1):18.

※健康の決定要因を同心円状に、個人の要因からライフスタイル、コミュニティー、生活環境、最外縁に政策的要因を配置した図。
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男性（n=1,153)
40-44歳 45-54歳 55-64歳 65-74歳 75-84歳 

（上から順に）
全身反応時間※

長座位前屈
閉眼片足立ち
脚伸展パワー
握力
上体起こし
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1.0
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4.0

女性（n=1,117)
40-44歳 45-54歳 55-64歳 65-74歳 75-84歳 

（上から順に）
全身反応時間※

長座位前屈
閉眼片足立ち
脚伸展パワー
握力
上体起こし

（出典）参考文献3）大塚ら、日本公衛誌、2025.
※全身反応時間は機能低下に伴い、値は正方向に増加する指標のため、zスコアは正の（プラスの）値として示される。

　

高
齢
社
会
で
は
、
要
介
護
を
で
き
る
だ

け
防
ぎ
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
や
、
要

介
護
に
な
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
介
助（
器
具

や
設
備
・
サ
ポ
ー
ト
）を
う
ま
く
活
用
し
、

体
を
動
か
し
て
生
活
機
能
を
保
持
す
る
こ

と
が
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向

上
に
つ
な
が
り
、
社
会
の
持
続
性
に
も
寄
与

す
る
。
本
稿
で
は
、
国
立
長
寿
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
が
１
９
９
７
年
か
ら
地
域
住
民
を

対
象
に
実
施
し
て
い
る
コ
ホ
ー
ト
研
究（
Ｎ

Ｉ
Ｌ
Ｓ︲Ｌ
Ｓ
Ａ
）で
明
ら
か
に
な
っ
た
身
体

活
動
や
運
動
の
健
康
効
果
に
つい
て
、
研
究

成
果
を
交
え
な
が
ら
高
齢
社
会
に
お
け
る

身
体
活
動
や
運
動
の
力
に
つい
て
考
え
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
︱
Ｌ
Ｓ
Ａ
で
の

身
体
活
動・運
動
習
慣
に
関
す
る
調
査

　
「
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
・
老

化
に
関
す
る
長
期
縦
断
疫
学
研
究（N

ati
onal Institute for Longevity Scien
ces–Longitudinal Study of A

gi
ng

：
Ｎ
Ｉ
Ｌ
Ｓ︲Ｌ
Ｓ
Ａ
）」
は
、
地
域
在

住
の
中
高
年
男
女
を
長
期
に
追
跡
し
、
老

化
の
進
行
過
程
や
老
化
・
老
年
病
予
防
に

資
す
る
知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

体
機
能
や
体
力
に
関
す
る
検
査
も
複
数
実

施
し
て
い
る
。
握
力
は
活
力
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
と
も
言
わ
れ
る
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ
Ｓ︲Ｌ
Ｓ
Ａ

で
は
男
女
と
も
に
加
齢
に
伴
い
握
力
が

徐
々
に
低
下
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る2)

。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
運
動
能
力
が
加
齢
に

伴
い
一
様
に
低
下
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

た
と
え
ば
柔
軟
性（
長
座
位
前
屈
）は
高

齢
群
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る3)（
図
１
参

照
）。
図
１
は
年
齢
階
級
別
の
運
動
能
力

の
年
代
間
差
に
つ
い
て
、
Ｙ
軸
は
40
～
44
歳

の
各
検
査
値
を
基
準
と
し
た
際
の
各
年
齢

階
級
に
お
け
る
検
査
値
のｚ
ス
コ
ア
を
示
し

て
い
る
。
ｚ
ス
コ
ア
の
絶
対
値
が
大
き
い
ほ

ど
、
機
能
低
下
が
大
き
い
こ
と
を
示
す
。

高
齢
群
ほ
ど
、
敏び

ん

捷し
ょ
う

性
や
、
静
的
筋
力
、

筋
持
久
力
は
低
下
し
て
い
る
が
、
柔
軟
性

は
比
較
的
維
持
さ
れ
て
い
る
。

身
体
活
動
量
は
認
知
機
能
の
維
持
、

脳
の
老
化
抑
制
に
寄
与

　

身
体
活
動
や
運
動
が
肥
満
や
生
活
習

慣
病
予
防
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
す
エ

ビ
デ
ン
ス
は
豊
富
に
あ
り
、
そ
の
健
康
効

果
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
高
齢
期
の
健

康
上
の
課
題
で
あ
る
認
知
症
に
つ
い
て
も
、

運
動
は
有
効
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｉ

Ｌ
Ｓ︲Ｌ
Ｓ
Ａ
で
も
興
味
深
い
知
見
が
得
ら

れ
て
い
る
。
図
２
は
、
年
代
別
の
総
身
体

活
動
量
と
認
知
機
能
と
の
関
連
を
Ａ
Ｐ
Ｏ

Ｅ
４
遺
伝
子
多
型
の
有
無
で
検
討
し
た
結

果
で
あ
る4)

。
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｅ
４
は
認
知
症
発
症

リ
ス
ク
を
高
め
る
遺
伝
子
多
型
と
し
て
知

コ
ホ
ー
ト
研
究
で
あ
る
。
医
学
・
運
動
学
・

栄
養
学
・
心
理
学
等
の
専
門
家
が
協
力
し

て
、
１
９
９
７
年
以
降
、
現
在
に
至
る
ま

で
学
際
的
な
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

 

運
動
習
慣
に
つ
い
て
はM
innesota Leis

ure T
im

e Physical A
ctivity Q

uest
ionnaire

（
Ｌ
Ｔ
Ｐ
Ａ
）に
準
じ
て
作
成
し

た
調
査
票1)

に
よ
り
、
対
面
聞
き
取
り
に
よ

り
24
時
間
の
身
体
活
動
調
査
と
職
業
別
・

季
節
別
の
身
体
活
動
量
調
査
か
ら
運
動
強

度
別
の
余
暇
身
体
活
動
量
、
仕
事
身
体

活
動
量
、
総
身
体
活
動
量
を
Ｍ
Ｅ
Ｔｓ
・

分
／
年
で
算
出
し
て
い
る
。
ま
た
20
歳
以

降
の
年
代
別
の
運
動
習
慣
や
、
現
在
の
余

暇
活
動
に
関
し
て
も
質
問
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
他
、
客
観
的
な
身
体
活
動
量

の
評
価
と
し
て
、
４
秒
ご
と
に
運
動
強
度

を
記
録
す
る
加
速
度
計
を
連
続
し
て
７
日

間
装
着
し
て
も
ら
い
、
個
人
の
総
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
や
、
歩
数
／
日
、
運
動
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
な
ど
を
算
出
し
て
い
る
。

加
齢
に
伴
い
筋
力
は
低
下
す
る
が

柔
軟
性
は
維
持

　

身
体
活
動
や
運
動
習
慣
に
加
え
て
、
身

高
齢
社
会
と
身
体
活
動・運
動
の
力

︱
脳
の
老
化
予
防
に
着
目
し
て
︱

大
塚   
礼

【特別寄稿】

名古屋大学大学院医学系研究
科公衆衛生学専攻博士（医学）
修了後、2007年から国立長寿
医療センターへ着任。2021年か
ら現職。2024年から名古屋大
学大学院連携教授（併任）。専
門は公衆衛生学、老化疫学。

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
老
化
疫
学
研
究
部
長

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
老
化
基
礎
科
学
連
携
講
座

連
携
教
授

図１●年齢階級別の各種運動能力のzスコア
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特別寄稿●現代社会の諸課題と運動・スポーツの力

（出典）参考文献4）Ricardo,et al.J Am Med Dir Assoc、2025.
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（出典）参考文献5）Yuki,et al.J Gerontol A Sci MedSci、2025.
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素
・
栄
養
の
供
給
が
増
え
、
視
覚
・
聴
覚
・

空
間
認
知
の
利
用
に
よ
り
脳
が
刺
激
さ

れ
、
気
分
転
換
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
運
動
は
心
の
健
康

に
も
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
。

　

身
体
活
動
は
疾
病
予
防
だ
け
で
な
く
、

外
出
や
人
と
の
交
流
の
機
会
を
増
や
す

き
っ
か
け
に
も
な
り
、
高
齢
期
に
陥
り
や

す
い
社
会
的
孤
立
の
防
止
に
も
寄
与
す

る
。
加
齢
に
伴
い
、
膝
や
腰
な
ど
の
痛
み

も
生
じ
や
す
い
た
め
、
無
理
な
運
動
は
避

け
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
運
動
後
に
爽そ

う

快か
い

感
を
感
じ
る
程
度
の
少
し
負
荷
を
か
け
た

身
体
活
動
が
高
齢
期
の
健
康
増
進
に
有

効
と
考
え
ら
れ
る
。

の
変
化
の
関
連
を
示
し
た
結
果
で
あ
る5)

。

残
念
な
が
ら
運
動
習
慣
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
加
齢
と
と
も
に
海
馬
容
積
は
低
下
す

る
傾
向
が
あ
る
が
、
中
強
度
の
運
動
習
慣

が
ほ
と
ん
ど
な
い
者（
第
１
三
分
位
群
）で

は
、
そ
の
低
下
傾
向（
傾
き
）が
強
ま
る
。

こ
の
こ
と
は
、
中
強
度
の
運
動
を
行
う
こ

と
で
、
脳
の
海
馬
容
積
の
減
少
を
抑
制
で

き
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

身
体
活
動
の
心
身
に
対
す
る

健
康
効
果

　

体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
血
流
が
よ

く
な
り
、
筋
肉
や
筋
力
、
骨
密
度
が
保
た

れ
る
こ
と
な
ど
多
彩
な
健
康
効
果
が
知
ら

れ
て
い
る
。
運
動
に
よ
り
筋
肉
か
ら
分
泌

さ
れ
る
マ
イ
オ
カ
イ
ン
は
体
脂
肪
だ
け
で

な
く
脳
神
経
細
胞
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ
Ｓ︲Ｌ
Ｓ

Ａ
で
の
知
見
も
踏
ま
え
る
と
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
身
体
活
動
を
高
く
保
つ
こ
と
が

脳
老
化
、
ひ
い
て
は
認
知
症
予
防
に
も
有

効
と
考
え
ら
れ
る
。

　

身
体
機
能
だ
け
で
な
く
精
神
機
能
に
も

よ
い
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
で
あ
る
。
Ｎ
Ｉ

Ｌ
Ｓ︲Ｌ
Ｓ
Ａ
の
中
高
年
男
女
で
は
、
余
暇

身
体
活
動
量
が
多
い
者
ほ
ど
、
高
い
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
感
情
を
有
す
る
者
が
多
く
、
特
に

中
年
男
女
で
は
年
齢
を
調
整
し
て
も
、
余

暇
身
体
活
動
量
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
は
緩

や
か
な
正
の
関
連
を
示
し
て
い
る
。
因
果

関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
運
動
に
よ
り
、

呼
吸
循
環
の
働
き
が
高
ま
り
、
脳
へ
の
酸

ら
れ
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ
Ｓ︲Ｌ
Ｓ
Ａ
で
は
、

特
に
高
齢
期（
70
歳
代
）で
は
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｅ
４

遺
伝
子
多
型
を
保
有
し
て
い
て
も
身
体
活

動
量
が
高
い
ほ
ど
認
知
機
能
が
維
持
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
結
果
は
、
た
と
え
遺
伝
学

的
に
認
知
症
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
て
も
、

積
極
的
に
体
を
動
か
す
こ
と
が
認
知
機
能

の
維
持
に
寄
与
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い

る
。

　

図
３
は
、
中
強
度
の
運
動
習
慣
の
程
度

（
第
１
～
３
分
位
：
低
～
高
の
頻
度
）と
、

記
憶
と
深
く
か
か
わ
る
脳
内
の
海
馬
容
積
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（出典）スポーツ庁令和6年度「スポーツの実施状況に関する世論調査」

特
に
低
い
20
〜
40
代
女
性
の

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

　

令
和
６
年
度
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
よ
る「
ス
ポ
ー

ツ
の
実
施
状
況
等
に
関
す
る
世
論
調
査
」に

よ
る
と
、
週
１
日
以
上
の「
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
を
実
施
し
た
い
と
思
う
者
の
割
合（
以

下
、
希
望
率
）は
66
・
６
％
で
あ
る
一
方
、

実
際
の「
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
」は
52
・

５
％
に
と
ど
ま
り
、
両
者
の
間
に
大
き
な
乖か

い

離り

が
認
め
ら
れ
、
特
に
20
代
～
40
代
女
性

に
お
い
て
、
こ
の
乖
離
が
顕
著
で
あ
る
結
果

と
な
っ
た（
図
参
照
）。
こ
の
世
代
は
就
労
・

子
育
て
等
の
多
重
負
担
を
抱
え
る
時
期
で

あ
り
、
時
間
的
・
心
理
的
・
環
境
的
制
約

が
大
き
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
従
業
員
や
大
学
生
等

の
健
康
増
進
を
目
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
実
施
に

積
極
的
に
取
り
組
む
団
体
を「
ス
ポ
ー
ツ

エ
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」と
し
て
認
定
す
る
制
度

を
設
け
、
令
和
８
年
１
月
30
日
時
点
で
、

過
去
最
多
と
な
る
１
６
３
５
団
体
が
認
定

を
受
け
て
い
る
。
勤
務
先
に
お
い
て「
運
動・

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
」が
実
施

さ
れ
て
い
る
場
合
、
週
１
日
以
上
の
ス
ポ
ー

ス
ク
が
24
％
、
致
死
的
心
筋
梗
塞
や
脳
卒

中
な
ど
の
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ス
ク
が

36
％
低
下
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
低
下
に
関
す
る
効
果
は

男
性
よ
り
も
女
性
で
大
き
く
、
女
性
は

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
利
益
を
よ

り
強
く
享
受
で
き
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

　

心
血
管
疾
患
以
外
に
も
、
運
動・ス
ポ
ー

ツ
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
を
改
善
し
、

２
型
糖
尿
病
の
予
防
や
体
脂
肪
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
寄
与
す
る
。
ま
た
、
血
中
中
性
脂
肪

レ
ベ
ル
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
や
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
レ
ベ
ル
を
増
大
さ
せ
、
血
中
脂

質
値
に
好
影
響
を
及
ぼ
す
。

⑵
骨
粗
鬆
症
・
転
倒
予
防

　

日
本
に
お
け
る
骨こ

つ

粗そ

鬆し
ょ
う

症し
ょ
う

の
推
計
患
者

数
は
約
１
５
９
０
万
人
で
、
そ
の
内
訳
は

男
性
４
１
０
万
人
、
女
性
１
１
８
０
万
人

と
、
約
８
割
を
女
性
が
占
め
て
い
る
。
こ

の
女
性
の
推
計
患
者
数
は
、
女
性
で
最
も

罹り

患か
ん

数
の
多
い
乳
が
ん
と
比
較
す
る
と
約

１
２
９
倍
に
相
当
す
る
。
一
方
で
、
骨
粗

鬆
症
の
健
診
受
診
率
は
５・７
％
と
、
乳
が

ん
検
診
の
44
・９
％
と
比
べ
き
わ
め
て
低
い
。

骨
粗
鬆
症
は
高
齢
期
に
お
け
る
骨
折
リ
ス

ク
を
高
め
、
骨
折
後
は
寝
た
き
り
や
認
知

機
能
低
下
、
死
亡
率
増
加
に
つ
な
が
り
、

女
性
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
要

因
と
な
る
。

　

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
は
骨
密
度
を
高
め
、

骨
粗
鬆
症
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
。

小
児
期
に
お
い
て
、
運
動
未
実
施
群
と
比

身
体
的
健
康
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
健
康

や
社
会
的
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
・
向
上
に
も
寄

与
し
、
女
性
の
健
康
寿
命
延
伸
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
以
下
に
、運
動・

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
主
な
健
康
効
果
と
表
に

「
各
世
代
別
の
運
動
量
の
目
安
と
運
動
の

例
」を
示
す
。

⑴
死
亡
リ
ス
ク
・
内
科
的
疾
患
の
予
防

　

運
動
習
慣
の
な
い
女
性
と
比
較
し
て
、

運
動
習
慣
の
あ
る
女
性
で
は
、
全
死
亡
リ

ツ
実
施
率
は
70
・
１
％
と
高
く
、
実
施
さ
れ

て
い
な
い
場
合
と
比
較
し
て
大
き
な
差
が
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
就
労
女
性
に

お
い
て
は
、
企
業
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進

が
実
施
率
向
上
に
一
定
の
効
果
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

一
方
、
未
就
労
者
に
対
し
て
は
、
自
治

体
等
と
連
携
し
た
取
り
組
み
や
、
地
域
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
基
盤
と
し
た
運
動
機
会
の

創
出
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、運
動・ス
ポ
ー

ツ
実
施
率
に
は
地
域
差
が
見
ら
れ
、
東
京

や
神
奈
川
な
ど
関
東
地
域
で
高
い
一
方
、

北
陸
や
青
森
な
ど
で
は
低
い
傾
向
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
積
雪
な
ど
の
気
候

条
件
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
、
各
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、
季
節
に

応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
実
施
に
よ
る

健
康
へ
の
影
響

　

女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
を

考
え
る
際
に
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に

異
な
る
健
康
課
題
と
性
差
を
理
解
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
は
、

女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
と

運
動・ス
ポ
ー
ツ
の
力

能
瀬
さ
や
か

【特別寄稿】

2003年北里大学医学部卒業、
東京大学産婦人科学教室入局
後、関連病院で研修。2017年
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特別寄稿●現代社会の諸課題と運動・スポーツの力

⑹
認
知
機
能
低
下
の
予
防

　

長
期
的
な
有
酸
素
性
運
動
は
認
知
症

リ
ス
ク
の
低
下
と
関
連
し
て
お
り
、
記
憶

力
・
集
中
力
・
創
造
性
な
ど
脳
機
能
の
維

持
・
向
上
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
は
女
性
の

健
康
を
支
え
る
効
果
的
介
入

　

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
は
、
女
性
の
生
涯
を

通
じ
た
健
康
を
支
え
る
う
え
で
、
効
果
的

か
つ
持
続
可
能
な
介
入
の
一
つ
で
あ
る
。

思
春
期
か
ら
高
齢
期
に
至
る
各
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
実
施
の
推
進

は
、
女
性
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、

健
康
寿
命
の
延
伸
、
医
療
費
の
抑
制
、
次

世
代
へ
の
健
康
投
資
、
さ
ら
に
は
地
域
活

性
化
に
も
寄
与
す

る
。
こ
れ
ら
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、「
個

人
の
努
力
」に
ゆ
だ
ね

る
の
で
は
な
く
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
職

場
、
教
育
機
関
、
医

療
機
関
、
行
政
、
ス

ポ
ー
ツ
関
連
団
体
な

ど
多
様
な
主
体
が
連

携
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
の
機
会
を
継

続
的
に
創
出
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

⑶
精
神
・
心
理
的
健
康
の
改
善

　

運
動
・ス
ポ
ー
ツ
は
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
や
ド
ー

パ
ミ
ン
な
ど
気
分
を
高
め
る
神
経
伝
達
物

質
の
分
泌
を
促
進
す
る
。
加
え
て
、
ス
ト

レ
ス
の
緩
和
、
気
分
転
換
、
睡
眠
の
質
の

向
上
、
自
己
肯
定
感
の
向
上
な
ど
、
精
神・

心
理
面
に
対
す
る
幅
広
い
好
影
響
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。

⑷
妊
娠
期
・
産
後
の
疾
病
予
防

　

禁
忌
の
な
い
妊
婦
に
お
け
る
適
度
な
有

酸
素
性
運
動
は
、
早
産
や
低
出
生
体
重

児
な
ど
の
母
児
合
併
症
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
妊
娠
期
の
健
康
維
持
・
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
実
施

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
メ
タ
解
析
で
は
、

妊
娠
期
の
運
動
に
よ
り
、
妊
娠
糖
尿
病
は

38
％
、
妊
娠
高
血
圧
は
39
％
、
妊
娠
高
血

圧
腎
症
は
41
％
低
下
し
た
。
さ
ら
に
、
帝

王
切
開
率
や
器
械
的
経け

い

腟ち
つ

分ぶ
ん

娩べ
ん

の
低
下
、

産
後
回
復
ま
で
の
期
間
短
縮
、
産
後
う
つ

の
予
防
に
も
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

　

妊
娠
中
の
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
実
施
に
関

す
る
各
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
週
３
～

７
日
、
週
１
５
０
～
３
０
０
分
、
中
強
度
が

推
奨
さ
れ
て
い
る1)

。
特
に
、
近
年
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
傾
向
と
し
て
、
尿
失
禁
予
防
お

よ
び
長
期
的
健
康
の
観
点
か
ら
、
骨
盤
底

筋
強
化
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

妊
娠
や
出
産
を
き
っ
か
け
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ

離
れ
も
女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
が
低
い

一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
今

後
、
妊
娠
期
に
も
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
継

続
可
能
な
体
制
の
構
築
が
課
題
で
あ
る
。

⑸
更
年
期
症
状
の
改
善

　

有
酸
素
性
運
動
を
週
３
回
、
１
回
30

～
45
分
、
12
週
間
継
続
し
た
研
究
で
は
、

運
動
未
実
施
群
と
比
較
し
て
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ

シ
ュ
な
ど
の
更
年
期
症
状
が
有
意
に
改
善

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
更
年
期

に
は
抑
う
つ
、
不
安
、
易
怒
性
、
不
眠
、

集
中
力
低
下
な
ど
多
彩
な
精
神
症
状
が

出
現
し
や
す
い
が
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
、

前
述
の
よ
う
に
定
期
的
な
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
分
泌
促
進
や
睡
眠
改

善
を
通
じ
て
軽
減
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。

較
し
て
運
動
実
施
群
で
は
骨
密
度
が
高
い

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
10
代
か
ら
の

運
動
習
慣
の
形
成
や
、
無
月
経
に
伴
う
低

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
状
態
・
低
体
重
の
予
防
は
、

将
来
的
な
骨
健
康
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
す
で
に
骨
量
減
少
ま
た
は
骨

粗
鬆
症
を
有
す
る
閉
経
後
女
性
に
お
い
て

も
、
体
重
負
荷
を
伴
う
高
強
度
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
よ
り
腰
椎
骨
密
度
が
有
意
に
上
昇

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
は
、
筋
力

や
基
礎
代
謝
の
向
上
、
柔
軟
性
の
向
上
等

に
寄
与
し
、
け
が
の
予
防
に
つ
な
が
る
。

表●各世代別の運動量の目安と運動の例

運動のめやす 運動の例

こども・
若年者

（５～18歳
程度）

呼吸が早くなって、体が温かく感じる程
度の運動を１日平均60分以上

追いかけっこなどの遊
び、徒歩や自転車で通学
（通勤）する、球技、体育
の授業、筋トレ、ダンス

成人
（18～64歳
程度）

（A)：「その運動をしながら話すことはで
きるが、歌うことはできない」という
程度に息が上がる運動を１週間で
平均150分以上

（B)：または「その運動をしながら話すこ
とはできない」という程度に負荷の
高い運動を１週間で平均75分以上

　※（A）と（B)はどちらか一方だけでなく、２つ
を組み合わせてもよい

（C)：（A)と（B)に加えて、筋肉を鍛える運
動（筋トレなど）を週に最低２日

早歩き、水泳、自転車、
ランニング、階段の上
り下り、ヨガ、買い物な
どで重い荷物を持つ、
ガーデニング、ダンス、
バスケットボール／テ
ニスなどの球技、筋トレ

※同じ種類の運動であっ
ても、その負荷の程度に
よってA、Bいずれに該当
する場合もあります。

高齢者
（65歳以上）

（A)：「その運動をしながら話すことはで
きるが、歌うことはできない」という
程度に息が上がる運動を１週間で
平均150分以上

（B)：（A)に加えて、筋肉を鍛える運動（筋
トレなど）または体のバランス感覚
を養う／向上させる運動（太極拳な
ど）を週に最低２～３日

上記「成人」に記載され
た運動のほか、太極拳、
ダンス、水中運動（アク
ア・エアロビクス）

■参考資料
1） �Hayman M, Brown WJ, Brinson A, Budzynski-Seymour E, 

Bruce T, Evenson KR. Public health guidelines for physical 
activity during pregnancy from around the world: a 
scoping review. Br J Sports Med. 57(14):940-947,2023.
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変数の値

（出典）Yano Y,et al.  https;//www.e-epih-org/upload/pdf/epih-44-e20220080-pdf  Volime:44. Article ID:e20220080. 7 pages https:doi-org/10-4178/epih-e20220080

-0.4
SHAP value

Feature value
Low High

-0.2 0.0 -0.2 0.4 0.6 0.8

➡ 喫煙者↑→利益↓ 

➡ 睡眠↑→利益↑ 

➡ 運動習慣者↑→利益↑ 

Absolute mean of SHAP value
SHAP(SHapley Additive exPlanation)
モデルにて出力された予測結果に対して、それぞれの説明変数が予測
結果に対してどのような影響を与えたかを定量的に算出する手法

企業利益と健康関連項目の関係性
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
（10）

利益小さいと判断 利益大きいと判断

0.120.100.080.060.040.020.00

喫煙者割合

十分な睡眠の割合

運動習慣者割合

（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
（10）

（1）喫煙者割合、（2）保健事業費、（3）営業職の割合、（4）睡眠により十分な休養が取れている人の割合、（5）流通・時販売・サービス職の割合、（6）医療費、（7）運動習慣者割合、（8）法定福利費、
（8）離職者数、（10）その他部門職の割合

経済産業省「健康経営度調査」（2017,2018）に基づく研究 Yano　Y, et al.　Epidemiol health,2022.

は
じ
め
に

　

高
齢
化
が
進
む
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
加

齢
は
お
の
ず
と
体
力
や
健
康
の
低
下
を
も

た
ら
す
こ
と
に
な
る
。Blair

ら
は
21
世
紀

の
公
衆
衛
生
学
上
の
課
題
と
し
て
体
力
の

低
下
を
第
一
に
挙
げ
て
い
る1)

。
体
力
の
低
下

は
、
企
業
に
お
い
て
は
、
労
働
災
害
や
通
勤

途
上
災
害
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
労
働
生
産

性
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

２
０
４
０
年
に
は
、
定
年
を
70
歳
に
、
と
い

う
厚
生
労
働
省
の
展
望
も
あ
り
、
少
子
化

と
高
齢
化
が
同
時
に
進
行
し
て
い
る
わ
が
国

に
お
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が
ヘル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
を
向
上
さ
せ
、
自
立
的
健
康
を
確
保

し
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
自

分
事
と
し
て
、
当
然
で
は
あ
る
が
、
健
康

を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
って
い
る
。

　

一
方
、
国
際
的
に
は
、
わ
が
国
は
、
座
っ

て
い
る
時
間
が
最
も
長
い
国
と
指
摘
さ
れ
て

お
り2)

、
こ
の
点
に
働
き
方
に
つ
い
て
も
大
き

な
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
経
済
産
業
省
は
、

す
で
に
健
康
経
営
オ
フ
ィ
ス3)

を
提
唱
し
て
お

り
、
ま
た
疫
学
的
に
は
、
１
日
１
時
間
の
ス

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
は
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
心
理
的
ス
ト
レ
ス
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
は
テ
ク
ノ
ス
ト

レ
ス6)

と
し
て
す
で
に
私
た
ち
の
心

身
の
不
調
を
も
た
ら
す
と
さ
れ

て
い
る
。
技
術
革
新
は
、
私
た

ち
か
ら
身
体
的
活
動
を
奪
い
、

心
理
的
ス
ト
レ
ス
を
増
大
さ
せ
、

心
身
の
不
調
を
誘
発
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

一
方
で
は
、
収
入
に
よ
って
歩

数
が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ

と
に
な
る7)

。
便
利
な
社
会
は
、

私
た
ち
か
ら
動
物
的
機
能
を
奪

い
つつ
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
動
物

的
本
能
に
よって
危
機
感
を
感
じ

た
人
の
み
、
健
康
を
保
持
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
し
く
、「
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
進
化
論
」に
記
述
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
社
会
の
変
化
を

敏
感
に
感
じ
取
って
対
処
す
る
こ

と
に
よって
絶
滅
危
惧
種
と
な
る

リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
現
代
社
会
は
弱
肉
強
食
の

世
界
で
は
な
く
、
先
を
読
み
取

り
危
険
を
予
知
し
て
、
起
こ
る
べ

き
結
果
に
対
し
て
回
避
行
動
を

と
る
こ
と
が
生
存
の
第
一
条
件

と
な
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

　

加
齢
は
自
然
経
過
で
あ
ら
が

う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
身
体

的
活
動
の
低
下
に
よ
る
体
力
の

低
下
は「
歩
く
動
物
」か
ら「
歩

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
ー
ク
が
脂
質
異
常
や
心
臓

疾
患
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
効
果
が
あ
る

と
す
る
研
究
報
告4)

も
あ
る
。
技
術
革
新
は

私
た
ち
か
ら
体
力
を
奪
う
こ
と
に
な
っ
た

が
、
一
方
ヒ
ト
の
動
物
的
機
能
を
維
持
す

る
こ
と
は
、
健
康
を
保
持
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
精
神
的
健
康
を
維
持
す
る
う
え
で

も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

働
く
人
の
運
動
習
慣
は

企
業
利
益
に
つ
な
が
る

　

健
康
長
寿
産
業
連
合
会
と
矢
野
ら
の
共

同
研
究5)

の
成
果
と
し
て
、
企
業
に
お
い
て
喫

煙
者
が
多
い
と
営
業
利
益
が
減
少
し
、
運

動
習
慣
を
も
つ
従
業
員
、
睡
眠
時
間
が
十

分
と
れ
て
い
る
従
業
員
が
多
く
な
る
と
営

業
利
益
が
増
加
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た

（
図
１
参
照
）。
ま
さ
し
く
、
人
的
資
本
へ

の
投
資
と
し
て
、
従
業
員
が
運
動
習
慣
を

も
つ
こ
と
は
本
人
の
み
な
ら
ず
企
業
の
成
長

の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た

研
究
結
果
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｘ
化
の
拡
大
は
、
座
業
の
増
加
を
示

唆
す
る
も
の
で
あ
り
、ま
た
パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー

働
く
人
の
心
身
の
健
康
づ
く
り
と

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
力

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

健
康
経
営
研
究
会
理
事
長

岡
田 
邦
夫

【特別寄稿】

1977年大阪市立大学（現大阪
公立大学）医学部卒業、同大学
院医学科修了。1982年大阪ガ
ス株式会社本社産業医。2006
年特定非営利活動法人健康経
営研究会理事長就任。経済産業
省健康経営推進検討会委員、日
本栄養大学大学院客員教授。

図１●従業員の喫煙、十分な睡眠、運動習慣と企業利益
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特別寄稿●現代社会の諸課題と運動・スポーツの力

（出典）スポーツ庁「令和６年度体力・運動能力調査の結果」 https://www.mext.go.jp/
　　　sports/content/251007-spt_kensport01-000045282_1.pdf

35～39歳の総合評価の推移（平成10年度～令和6年度）

75～79歳の総合評価の推移（平成10年度～令和6年度）

総合評価
A(高い）　B　C　D　E（低い）
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し
、
生
涯
現
役
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
寝
た
き
り
や
介
護

を
必
要
と
し
な
い
社
会
の
構
築
で
あ
り
、

未
来
の
社
会
に
対
す
る
最
大
の
投
資
で
あ

り
貢
献
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

下
さ
せ
る
、
と
の
報
告
で
あ
る7)

。
ま
た
、
テ

ク
ノ
ス
ト
レ
ス
は
、
身
体
的
活
動
に
よ
っ
て

希
釈
さ
れ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る6)

。

つ
ま
り
、
心
身
両
面
の
健
康
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
の
解
消
と
身

体
能
力
の
向
上
は
お
互
い
に
補
完
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
効
果
と

し
て
の
精
神
的
高
揚
感
は
、
ま
さ
し
く
ス
ト

レ
ス
解
消
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｄ
Ｘ
化
が
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
身

体
機
能
が
維
持
、
も
し
く
は
向
上
し
な
け

れ
ば
人
と
し
て
の
高
等
機
能
を
発
揮
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
感
染
防
御

能
力
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
現
代
社
会
に
お
い
て
若
い
世
代

の
体
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ

庁
の
発
表
で
明
ら
か
で
あ
る（
図
２
参
照
）

こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
体
力
低
下
に
伴

う
社
会
的
損
失
の
増
大
が
危
惧
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

人
の
進
化
に
よ
っ
て

生
涯
現
役
社
会
を
構
築
す
る

　

業
務
に
起
因
し
た
健
康
問
題
と
し
て
労

働
災
害
が
あ
る
。
ま
た
、
通
勤
途
上
災

害
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
労
働
安
全
衛
生
の

視
点
か
ら
は
そ
の
発
生
を
予
防
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

高
齢
者
の
転
倒
は
、
行
動
体
力
、
特
に

筋
力
や
調
整
力
の
低
下
に
起
因
す
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
が
国
に
お

い
て
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
対
策
と
し

て
は
、
す
べ
て
の
年
齢
に
お
い
て
、
脳
力（
職

務
遂
行
能
力
、
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

な
ど
）な
ら
び
に
筋
力（
身
体
能
力–

行
動

体
力
な
ら
び
に
防
衛
体
力
）の
２
つ
の
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

当
会
が
２
０
２
５
年
３
月
に
発
表
し
た

「
健
康
経
営
３・０
」
に
お
い
て
は
、
高
齢

化
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

し
て
い
る
が
、こ
れ
は
、
社
会
の
進
化
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
人
の

進
化
に
よ
っ
て
生
涯
現
役
社
会
を
構
築
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

ア
ス
リ
ー
ト
の
競
技
能
力
は
、
他
者
に

勝
つ
た
め
に
必
要
で
あ
る
が
、
高
齢
社
会

に
お
い
て
私
た
ち
が
身
体
的
能
力
を
維
持

す
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
健
康
を
維
持

け
る
」能
力
を
奪
い
取
り
、
結
果
と
し
て
脳

力
と
筋
力
を
奪
い
取
る
こ
と
に
も
な
る
。

動
か
な
け
れ
ば
脳
の
反
応
も
低
下
し
、
脳

の
機
能
が
低
下
す
る
と
動
く
こ
と
も
な
く

な
る
。
動
け
な
い
、
食
べ
ら
れ
な
い
、
眠
れ

な
い
、
と
な
っ
た
状
況
で
は
、
ま
さ
し
く
精

神
的
機
能
停
滞
に
陥
る
こ
と
に
な
り
、
い
わ

ゆ
る
メ
ン
タ
ルヘル
ス
不
調
の
発
症
で
あ
る
。

　

高
齢
期
に
お
い
て
、
認
知
機
能
の
低
下

と
相
ま
っ
て
仕
事
も
日
常
生
活
を
も
失
う

こ
と
に
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
身
体

活
動
と
心
の
健
康
に
つい
て
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
ア
ル
ム
ナ
イ（
卒
業
生
）の
研
究
が
あ

り
、
そ
の
結
果
で
は
、
運
動
習
慣
が
そ
の

後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
発
症
率
を
低

■参考資料
1） �Blair, S.N. Attribute fractions(%) for all-cause death　in 40842(3333deaths)men　and 12943(491deaths) women　in 
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医
療
費
と
介
護
費
は
増
大
を
続
け
て
お

り
、
２
０
２
４
年
度
の
概
算
医
療
費
は
48
・

０
兆
円
、
介
護
費
用
額
は
11
・
９
兆
円
に

達
し
た
。
こ
の
費
用
の
増
加
を
抑
え
る
カ

ギ
と
な
る
の
が
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
や
社
会

参
加
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
で
あ
る
。
こ

う
し
た
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
医
療

費
と
介
護
費
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
や

社
会
参
加
と
いっ
た
取
り
組
み
が
、
①
ど
の

程
度
の
費
用
抑
制
に
つ
な
が
る
の
か 

②
そ

の
効
果
は
市
町
村
の
財
政
レ
ベ
ル
で
も
確
認

で
き
る
の
か 

③
住
民
に
広
げ
る
社
会
実
装

の
方
法
は
あ
る
の
か
の
３
点
を
整
理
す
る
。

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
、

ど
の
程
度
の
抑
制
額
に
な
る
の
か
？

⑴
医
療
費

　
「
歩
く
」「
外
に
出
る
」「
人
と
つ
な
が
る
」

と
いっ
た
行
動
が
、
医
療
費
の
増
加
を
抑
制

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
の「
医
療
費
抑
制
効
果
の

見
え
る
化1)

」に
よ
れ
ば
、
歩
く
こ
と
は
１
人

１
日
１
歩
当
た
り
０・０
６
５
～
０・０
７
２

だ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
愛
知
県
武
豊
町
で
は
、

２
０
０
７
年
よ
り
、
地
域
の「
通
い
の
場
」

を
中
心
に
、
住
民
の
参
加
を
基
盤
と
し
た

介
護
予
防
を
推
進
し
て
き
た7)

。
そ
の
結
果
、

後
期
高
齢
者
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
率

が
２
０
１
５
年
か
ら
２
０
２
０
年
に
か
け
て

５・８
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。
こ
れ
を
武
豊

町
の
後
期
高
齢
者（
約
５
５
０
０
人
）に
あ

て
は
め
る
と
、
認
定
者
数
が
約
３
２
０
人
減

少
し
た
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
給
す
る
人
の
割
合
は
当
時
の
全
国

統
計
に
基
づ
き
約
75
％
と
仮
定
す
る
と8)

、

武
豊
町
の
受
給
者
は
約
２
４
０
人
減
少
し

た
と
見
込
ま
れ
る
。
受
給
者
１
人
当
た
り

の
費
用
額
を
年
間
約
２
０
７・１
万
円8)

と
す

れ
ば
、
年
間
で
約
５・０
億
円
の
介
護
給
付

抑
制
効
果
が
あ
っ
た
と
概
算
で
き
る
。

　

国
レ
ベ
ル
で
も
２
０
１
５
年
か
ら
２
０
２
２

年
の
間
に
要
介
護
認
定
率（
年
齢
調
整
済

み
）は
全
国
平
均
で
約
１・６
％
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
て
い
る9)

。
高
齢
者
の
年
齢
構
成
が

２
０
１
５
年
当
時
と
同
じ
だ
っ
た
と
仮
定
す

れ
ば
、
全
国
の
高
齢
者
約
３
６
０
０
万
人
の

う
ち
、
認
定
者
数
は
約
60
万
人
弱
抑
制
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

歩
行
や
ス
ポ
ー
ツ
、社
会
参
加

促
進
策
の
社
会
実
装
は
可
能
か
？

　

こ
の
よ
う
に
、
運
動
や
社
会
参
加
が
医

療
費
や
介
護
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
は

示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
を
住
民
に
広
げ
る
た

め
に
は「
参
加
の
き
っ
か
け
」と「
継
続
す
る

　

外
出
や
歩
行
と
介
護
費
と
の
関
連
で
は
、

11
自
治
体
の
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
３
万
８
８
７
５
人
を
約
５
年

間
追
跡
し
た
調
査
が
あ
る
。こ
の
研
究
で
は
、

「
毎
日
外
出
す
る
人
」は「
週
１
回
以
下
の

人
」に
比
べ
、
累
積
介
護
費
が
約
７
万
円
低

か
っ
た
。
ま
た
、
１
日
の
歩
行
時
間
が「
60

分
以
上
の
人
」は「
30
分
未
満
の
人
」と
比

較
し
て
約
11
万
円
低
い
こ
と
が
示
さ
れ
た4)

。

　

社
会
参
加
や
就
労
と
介
護
費
と
の
関
連

で
は
、
12
自
治
体
の
65
歳
以
上
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
４
万
６
６
１
６
人
を

６
年
間
追
跡
し
た
研
究
が
あ
る5)

。
そ
れ
に

よ
る
と
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
会
へ
週
１
回

以
上
参
加
す
る
人
は
、
非
参
加
者
と
比
べ

て
累
積
介
護
費
が 

11
万
～
12
万
円
低
か
っ

た
。
就
労
者
も
約
６
万
円
低
い
結
果
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、「
通
い
の
場
」への
参
加
者
で
、

介
護
費
が
抑
制
さ
れ
て
い
た6)

。

市
町
村
の
財
政
レ
ベ
ル
で
も

抑
制
さ
れ
る
か
？

　

個
人
レ
ベ
ル
で
は
医
療
費
・
介
護
費
の
抑

制
に
つ
な
が
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

果
た
し
て
市
町
村
の
財
政
レ
ベ
ル
で
は
ど
う

円
の
医
療
費
抑
制
効
果
が
あ
る
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
年
間
換
算
す
る
と
、
１

日
当
た
り
の
歩
数
が
１
５
０
０
歩
増
加
す
る

こ
と
で
、
年
間
約
３
万
５
０
０
０
円
の
医
療

費
抑
制
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
３
つ
の
自
治
体
で
中
高
年（
40
～

75
歳
）約
４
０
０
０
人
を
４
年
間
追
跡
し
た

研
究
で
は
、
歩
数
が
１
歩
増
え
る
ご
と
に
、

外
来
医
療
費
が
短
期
的
に
は
16
・３
円
、
長

期
的
に
は
28
・
２
円
抑
制
さ
れ
る
と
推
計

さ
れ
た2)

。
仮
に
１
日
１
０
０
０
歩
増
加
す
れ

ば
、
年
間
で
最
大
２・８
万
円
の
差
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、「
通
い
の
場
」（
サ
ロ
ン
）へ
の

参
加
も
、
医
療
費
抑
制
に
効
果
的
で
あ
る

と
い
う
報
告
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
北
海

道
恵
庭
市
の「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」に
１

年
以
上
継
続
し
て
参
加
し
た
高
齢
者
で
は
、

参
加
し
て
い
な
い
者
と
比
べ
て
、
そ
の
後
３

年
間
の
歯
科
医
療
費
の
増
加
が
抑
制
さ
れ

て
い
た3)

。

⑵
介
護
費

　

外
出
や
歩
行
、
社
会
参
加
を
し
て
い
る

人
ほ
ど
要
介
護
リ
ス
ク
が
低
く
、
将
来
的

な
介
護
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
が
複
数

の
研
究
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

【特別寄稿】
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究員等を経て、2025年より現職。

1983年千葉大学医学部卒業。船
橋二和病院リハビリテーション科科
長などを経て、1997年日本福祉大
学助教授。University of Kent at 
Canterbury（イギリス）客員研究員、
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費・介
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特別寄稿●現代社会の諸課題と運動・スポーツの力

さ
れ
て
お
り
、
市
町
村
や
国
全
体
の
財
政
レ

ベ
ル
で
も
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
今
後
は
ポ
イ
ン
ト
制
度
や
Ｐ

Ｆ
Ｓ
や
Ｓ
Ｉ
Ｂ
と
いっ
た
新
た
な
し
く
み
を

効
果
的
に
活
用
し
、
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、

医
療
費
・
介
護
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

増
加
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る14)

。

⑵�

Ｐ
Ｆ
Ｓ
や
Ｓ
Ｉ
Ｂ
に
よ
る
普
及

　

こ
う
し
た
施
策
を
いっ
そ
う
普
及
す
る
た

め
、
行
政
の
財
政
負
担
リ
ス
ク
を
抑
え
つつ
、

社
会
的
課
題
への
対
策
と
し
て
Ｓ
Ｉ
Ｂ（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
）を
含
む
Ｐ

Ｆ
Ｓ（
成
果
連
動
型
民
間
委
託
契
約
）が
あ

る
。

　

従
来
の
委
託
契
約
は
、
介
護
予
防
教
室

の
開
催
数
な
ど「
活
動
」に
対
し
て
費
用
を

支
払
う
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｓ
で
は
認
定
率
の
低
下
と

いっ
た「
成
果
」に
応
じ
て
成
功
報
酬
を
支

払
う
。
こ
の
た
め
、
成
果
が
出
な
け
れ
ば

成
功
報
酬
の
支
払
い
が
生
じ
な
い
た
め
、
従

来
の
委
託
費
全
額
払
い
と
比
べ
て
公
的
支

出
を
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

　

豊
田
市
の
事
例
と
し
て
、
介
護
予
防
事

業「
ず
っ
と
元
気
！
プ
ロ
ジェク
ト
」が
あ
る
。

同
市
で
は
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
活
用
し
、
40
以
上
の
民

間
企
業
等
に
よ
る
運
動
・
健
康
・
趣
味
な

ど
の
多
様
な「
通
い
の
場
」
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
の
事
業
の
参
加
者
は
非
参
加
者
と

比
べ
て
、
社
会
参
加
や
月
１
回
以
上
の
友
人

と
の
交
流
の
頻
度
が
１・６
倍
、
家
族
以
外

と
の
会
話
頻
度
が
２・２
倍
多
い
こ
と
な
ど

が
確
認
さ
れ
て
い
る15)

。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
要
支
援
・
要
介
護

リ
ス
ク
を
予
測
す
る「
要
支
援
・
要
介
護
リ

ス
ク
評
価
尺
度16)

」に
よ
れ
ば
、
リ
ス
ク
点
数

が
１
点
高
く
な
る
ご
と
に
、
６
年
間
の
累
積

介
護
費
が
約
３
・
16
万
円
増
加
す
る
と
推

計
さ
れ
て
い
る17)

。
豊
田
市
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
で
は
、

２
年
間
の
中
間
評
価
で
こ
の
尺
度
を
用
い
て

将
来
の
介
護
給
費
を
試
算
し
た
結
果
、
事

業
全
体
と
し
て
６
年
間
で
約
３・７
億
円
の

抑
制
が
見
込
ま
れ
る
と
推
計
さ
れ
た18)

。

抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、

実
証
・
普
及
が
カ
ギ

　

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
や
社
会
参
加
は
、
医

療
・
介
護
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
が
示

し
く
み
」が
重
要
で
あ
る
。

⑴�
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る

行
動
変
容

　

そ
の
一
つ
の
方
法
が
、
ポ
イ
ン
ト
事
業
な

ど
の
参
加
を
後
押
し
す
る
し
く
み
で
あ
る
。

全
国
の
自
治
体
で
は
、
歩
行
や
健
康
受
診
、

地
域
活
動
へ
の
参
加
な
ど
に
対
し
ポ
イ
ン
ト

（
マ
イ
ル
）を
付
与
し
、
特
典
と
交
換
で
き

る
し
く
み
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。た
と
え
ば
、

松
戸
市
の
取
り
組
み
で
は
、
参
加
者
は
歩

行
時
間
や
野
菜
・
果
物
の
摂
取
頻
度
が
増

加
し
た
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や「
通
い
の
場
」

と
いっ
た
社
会
参
加
も
増
え
る
な
ど
、
健
康

行
動
や
社
会
的
な
つ
な
が
り
に
好
ま
し
い
変

化
が
確
認
さ
れ
た10)

。常
滑
市
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
」で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
以

外
に
介
護
予
防
活
動
、
健
診
受
診
等
に
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
た
結
果
、
非
参
加
者
に

比
べ
て
参
加
者
は
笑
う
頻
度
や
友
人
と
の

交
流
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
が
高
ま
る
結

果
が
得
ら
れ
た11)

。
さ
ら
に「
よ
こ
は
ま
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」で
は
、
う
つ
傾
向
や
運

動
機
能
低
下
の
抑
制
に
加
え
、
要
介
護
認

定
や
死
亡
の
低
下
も
示
さ
れ
て
お
り12)1

12)

、
医

療
費
を
約
12
億
円
抑
制
し
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

　

加
え
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ス
を
活
用
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
も
有
効

で
あ
る
。
60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
の
結
果
、
社
会

参
加
促
進
ア
プ
リ
を
12
週
間
利
用
し
た
群

は
、
非
利
用
群
に
比
べ
、
過
去
２
か
月
間
の

社
会
参
加
の
頻
度
が
平
均
約
３
回（
２
割
）

■参考資料
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ス
ポ
ー
ツ
の
社
会
活
性
化
に

寄
与
す
る
力

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
み
、
こ
れ
を

支
え
る
と
いっ
た
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
画
の
活
動

は
、
心
身
の
健
全
な
発
達
、
健
康
・
体
力

の
保
持
増
進
、精
神
的
な
充
足
感
の
獲
得
、

自
律
心
、
そ
の
他
の
精
神
の
涵か

ん

養よ
う

な
ど
を

進
め
る
も
の
で
あ
り
、こ
れ
ら
は
い
わ
ば「
ス

ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
が
も
っ
て
い
る
力
」
と
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、ス
ポ
ー

ツ
は
、「
地
域
社
会
の
再
生
」「
健
康
で

活
力
に
満
ち
た
長
寿
社
会
の
実
現
」「
国

民
経
済
の
発
展
」「
国
際
相
互
理
解
の
促

進
」等
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
り
、「
社
会
の
活
性
化
な
ど
に
寄
与
す

る
力
」を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
２
０
１
１
年
に
制

定
さ
れ
た「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」（
特
に
そ

の
前
文
）や
、
同
法
の
規
定
を
受
け
て
策

定
さ
れ
た「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」（
現
在

は
第
３
期1)〈
２
０
２
６
～
２
０
３
０
年
〉）に

示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
こ
の

「
社
会
活
性
化
等
に
寄
与
す
る
価
値
」に

着
目
し
た
取
り
組
み
が
全
国
で
盛
ん
と

に
伴
い
、
10
億
～
15
億
円（
北
広
島
市
の

市
税
収
入
の
10
～
15
％
程
度
に
当
た
る
）

の
税
収
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

ま
た
、
千
歳
線
利
用
者
の
増
に
伴
い
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
赤
字
縮
小
に
も
寄
与
し
て
い

る
こ
と
に
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、

北
海
道
へ
の
経
済
効
果
は
年
間
約

１
０
０
０
億
円
と
算
定
さ
れ
て
い
る4)

。
現

在
、
北
広
島
駅
か
ら
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
ま
で
は
徒

歩
20
分
ほ
ど
で
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は

至
近
に
新
駅
を
２
０
２
８
年
に
開
業
予
定

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
が
大
き
く
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
の
は
、
単
な

る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
と
ど
ま
ら
ず
、
複
合

的
に
来
場
者
を
獲
得
で
き
、
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
も
い
え
る
定
住
者
人
口
、
地
価

の
上
昇
に
も
つ
な
が
る
存
在
と
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
り
、
今
後
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

Ｊ
リ
ー
グ
の
取
り
組
み

シ
ャ
レ
ン
！

　

サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ
リ
ー
グ
、
Ｊ
リ
ー
グ
は
、

１
９
９
３
年
の
創
立
当
初
よ
り
地
域
密
着

と
い
う
考
え
方
を
基
礎
に
置
い
て
お
り
、

各
ク
ラ
ブ
が
地
元
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。
そ
の
活
動
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
や
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま

ち
づ
く
り
、
多
様
性
・
多
文
化
共
生
、
介

護
予
防
・
健
康
増
進
、
震
災
復
興
・
防
災

り
、
ま
た
宿
泊
施
設
が
併
設
さ
れ
、
球
場

内
に
温
泉
や
サ
ウ
ナ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

多
機
能
型
の
ス
タ
ジ
ア
ム
と
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
内
に
は
、
屋
外
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
施
設
、
ス
キ
ー
場
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、

農
業
学
習
施
設
、
宿
泊
施
設
な
ど
が
置
か

れ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
全
体
の

２
０
２
５
年
の
年
間
来
場
者
約
４
５
９
万

人
の
う
ち
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

シ
ー
ズ
ン
公
式
戦
の
来
場
者
数
は
約

２
２
３
万
人
、
そ
の
他
の
来
場
者
数
は
約

２
３
６
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
後
者
が
前
者

を
上
回
っ
て
い
る3)

。
な
お
、
こ
れ
ら
の
来
場

者
数
は
い
ず
れ
も
２
０
２
３
年
の
開
場
以

来
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て
い
る3)

。
ま
た
、

来
場
者
の
24
％
で
あ
る
１
１
０
万
人
は
北

海
道
外
か
ら
、
３・６
万
人
は
海
外
か
ら
と

な
っ
て
お
り
、
特
に
後
者
は
前
年
の
約
２
倍

と
著
し
い
伸
び
を
見
せ
て
い
る3)

。

　

さ
ら
に
、
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
に
は
、
認
定
こ
ど

も
園
、
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
賃
貸
住
宅
、

メ
デ
ィ
カ
ル
モ
ー
ル
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
施

設
が
存
在
し
て
お
り
、
観
光
地
、
レ
ジ
ャ
ー

の
た
め
に
来
場
す
る
場
所
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ま
ち
そ
の
も
の
の
機
能
を
も
つ
多
機
能
施

設
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
の
性
格
か
ら
、

そ
の
施
設
の
整
備
等
に
よ
る
も
の
に
加
え
、

交
流
人
口
増
と
定
住
人
口
増
の
両
方
に
基

づ
く
消
費
増
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
地
元・

北
広
島
市
へ
の
経
済
効
果
は
年
間

５
０
０
億
円
超
と
算
定
さ
れ
て
い
る4)

。
こ
れ

な
っ
て
い
る
。

　

社
会
活
性
化
等
に
寄
与
す
る
価
値
の
う

ち
、
健
康
長
寿
社
会
、
医
療
費
・
介
護
費

の
増
大
へ
の
対
処
と
いっ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

は
、
他
の
方
の
論
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、

本
稿
で
は
、
そ
の
他
の
分
野
で
の
取
り
組

み
の
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ

　

最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、「
ス
タ
ジ
ア

ム
・
ア
リ
ー
ナ
改
革
」の
一
例
で
あ
る
北
海

道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ2)（
北
海
道
北

広
島
市
）で
あ
る
。

　

野
球
フ
ァ
ン
の
方
は
、
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
、
２
０
２
３
年
に
本
拠
地

球
場
を
札
幌
ド
ー
ム
か
ら
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
北
海
道
に
移
し
た
こ
と
は
ご
存
じ
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
は
、
エ
ス
コ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
を
中
核
施
設
と
す
る
敷
地
面

積
32
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
広
大
な
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
エ
リ
ア
で
あ
る（
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

単
体
の
敷
地
面
積
は
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）。

エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
そ
の
も
の
も
コ
ン
サ
ー

ト
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ

社
会
の
活
性
化
と

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
力

横
浜
商
科
大
学
客
員
教
授

今
里   
讓

【特別寄稿】

東京大学卒業。文部省に入省
以来、２度のフランス勤務を含む
国際関係を中心に、教育、スポ
ーツ、文化芸術分野を担当。長
野オリンピック組織委員会総務課
長、（独）日本スポーツ振興センタ
ー理事、スポーツ庁次長などを歴
任。2020年文化庁次長退官後、
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特別寄稿●現代社会の諸課題と運動・スポーツの力

の
ほ
ん
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
興
味
を
も

た
れ
た
方
は
参
考
に
挙
げ
た
ウ
ェブ
サ
イ
ト

な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

本
誌
の
読
者
の
方
に
は
少
な
い
だ
ろ
う

が
、ス
ポ
ー
ツ
は
、好
き
な
人
が
や
れ
ば（
見

れ
ば
）い
い
も
の
で
、
し
ょ
せ
ん
は
個
人
的

な
こ
と
、
と
い
う
意
見
を
聞
く
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
、
い
ま
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
、
ス
ポ
ー
ツ
は
社
会
課
題
の
解
決
や
地

域
振
興
な
ど
に
貢
献
す
る
大
き
な
可
能
性

を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

観
点
を
も
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
資
源
配
分

を
社
会
へ
の
投
資
と
し
て
よ
り
積
極
的
に

評
価
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

山
谷
地
区
と
と
も
に
、
日
本
三
大
寄
せ
場

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
、
米
軍
の
接

収
が
解
除
さ
れ
る
と
、
寿
地
区
に
は
日
雇

い
労
働
者
が
集
中
し
、
簡
易
宿
泊
所
が

次
々
と
建
設
さ
れ
、
簡
宿
街
と
呼
ば
れ
る

地
区
と
な
っ
て
いっ
た
。
現
在
で
は
住
民
の

高
齢
化
率
も
高
く
、
日
雇
い
労
働
者
の
ま

ち
か
ら
福
祉
の
ま
ち
へ
と
性
格
が
変
化
し

て
き
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
寿
地
区
で
、Ｙ
．Ｓ
．Ｃ
．Ｃ
．

は
横
浜
市
寿
町
健
康
福
祉
交
流
協
会
と

連
携
し
て
寿
町
自
己
啓
発
講
座
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
継
続
的
に
開
催
し
て
い
る
。
チ
ー
ム

の
ト
レ
ー
ナ
ー
や
、
と
き
に
は
地
元
の
歯
科

医
師
が
講
師
と
な
る
こ
の
講
座
に
は
、
選

手
も
参
加
し
て「
食
育・栄
養
」「
咀そ

嚼し
ゃ
く

力・

口こ
う

腔く
う

衛
生
」「
健
康
体
操
」と
いっ
た
テ
ー

マ
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
正
に
、
高

齢
者
の
多
い
こ
の
地
区
が
抱
え
る
社
会
課

題
の
一
つ
に
対
す
る
取
り
組
み
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

　

ま
た
、
同
ク
ラ
ブ
は
高
齢
化
や
若
い
世

代
の
担
い
手
不
足
に
よ
る
地
域
の
耕
作
放

棄
地
の
増
加
と
いっ
た
課
題
に
取
り
組
む
た

め
に
、「
Ｙ
．Ｓ
．Ｃ
．Ｃ
．フ
ァ
ー
ム
」と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
専

門
家
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
選
手
が
耕
作

地
の
復
活
や
農
業
そ
の
も
の
に
も
取
り
組

む
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
や
フ
ァ
ン
に
も

収
穫
の
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
農
業
や
そ

の
現
状
と
課
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

る
取
り
組
み
で
あ
る
。

◎
Ｆ
Ｃ
東
京

　

Ｆ
Ｃ
東
京
の
本
拠
地
、
調
布
の
味
の
素

ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
車
で
40
分
ほ
ど
の
八
王
子

市
に
、
多
摩
少
年
院
は
位
置
し
て
い
る
。

こ
こ
を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
た「
Ｈ
Ｉ
Ｇ

Ｈ 

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム7)

」は
、
少
年
た
ち

が
み
ず
か
ら
の
夢
や
目
標
を
見
つ
け
、
社

会
の
一
員
と
し
て
力
強
く
歩
む
力
を
養
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
。
10
年
ほ
ど
前

か
ら
少
年
た
ち
の
院
外
学
習
の
サ
ポ
ー
ト

（
練
習
場
の
見
学
な
ど
）か
ら
始
ま
っ
た
Ｆ

Ｃ
東
京
と
多
摩
少
年
院
の
交
流
は
、
院
内

で
の
交
流
へ
と
進
化
し
て
き
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ク
ラ
ブ
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
と

言
わ
れ
る
石
川
直
弘
氏
と
協
働
者
で
あ
る

株
式
会
社
一
の
代
表
・
中
馬
一
登
氏
が
少

年
た
ち
に
夢
、
目
標
、
希
望
な
ど
に
つ
い

て
話
を
し
た
う
え
で
、
少
年
た
ち
に
問
い

を
投
げ
掛
け
、
翌
日
答
え
て
も
ら
い
仲
間

と
話
し
合
う
と
い
う
形
で
他
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
形
作
っ
て
い
く
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
参
加
し
た
少
年

た
ち
の
表
情
、
未
来
に
向
け
て
の
考
え
な

ど
が
目
に
見
え
て
変
わ
っ
た
と
い
う
。

ス
ポ
ー
ツ
は
社
会
課
題
の
解
決
に

貢
献
す
る
可
能
性

　

以
上
、
ス
ポ
ー
ツ
が
広
い
意
味
で
の
地
域

の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
取
り
組
み
を

紹
介
し
て
き
た
。
国
際
競
技
大
会
や
全
国

大
小
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
な
ど
を
例
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
も
触
れ
た
か
っ
た
が
、
紙
幅
が
尽
き

た
。
こ
れ
ら
は
、
あ
ま
た
あ
る
取
り
組
み

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
年
間
３
万
２
０
０

０
回
を
超
え
る
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
活
動
は
、

「
気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
」「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

社
会
へ
」「
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
」

と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
に
整
理
さ
れ
た
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
か
か
わ
る
Ｊ
リ
ー
グ
の

取
り
組
み
の
中
心
と
な
っ
て
い
る5)

。

　

そ
の
中
で
も
、「
シ
ャ
レ
ン
！
（
社
会
連

携
活
動
）」
と
名
付
け
ら
れ
た
活
動
は
、

社
会
課
題
や
共
通
の
テ
ー
マ（
教
育
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
、
ま
ち
づ
く
り
、
健
康
、
世

代
間
交
流
な
ど
）に
、
地
域
の
人
・
企
業

や
団
体
・
自
治
体
・
学
校
な
ど
と
Ｊ
リ
ー
グ・

Ｊ
ク
ラ
ブ
が
連
携
し
て
取
り
組
む
も
の
で

あ
り
、
年
間
３
８
０
０
回
を
数
え
る
。
ま

た
、
毎
年
優
れ
た
取
り
組
み
は
、「
シ
ャ
レ

ン
！
ア
ウ
ォ
ー
ズ
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
こ
で
は
、
２
つ
の
ク
ラ
ブ
の
例
を
挙
げ

る
。

◎
Ｙ
．
Ｓ
．
Ｃ
．
Ｃ
．
横
浜

　

横
浜
市
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
Ｙ
．Ｓ
．Ｃ
．Ｃ
．

横
浜（
元
Ｊ
リ
ー
グ
、
現
在
は
ア
マ
チ
ュ
ア

の
Ｊ
Ｆ
Ｌ
）は
、「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
力
を
生

か
し
、
ボ
ー
ル
一
つ
で
笑
顔
が
生
ま
れ
、
世

界
が
平
和
に
な
る
こ
と
を
夢
見
つ
つ
、
Ｊ

リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
が
街
の
公
共
財
と
し
て
信

頼
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
優
良
な
街
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
」と
の
考
え
の
下
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
を
積
み
重
ね
て
き
て

い
る6)

。

　

横
浜
市
中
区
の
寿
地
区
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。
大
阪
の
あ
い
り
ん
地
区
、
東
京
の
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本
会
議
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る
多
様

な
人
々
が
一
堂
に
会
し
、
研
究
協
議
や
意
見

交
換
を
行
い
、「
第
３
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

を
踏
ま
え
た
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
方
策
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
る
。

▼ 

全
体
会

次
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
に
向
け
た

期
待

　

第
３
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
は
、ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
、
健
康
増
進
に

よ
る
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
な
ど「
ス
ポ
ー

ツ
が
社
会
活
性
化
等
に
寄
与
す
る
価
値
」へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
第
４
期

ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
に
向
け
て
期
待
さ
れ
る

取
り
組
み
に
つい
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

河
合
純
一
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
は
、
自
身
の

競
技
経
験
や
教
育
現
場
・
研
究
機
関
で
の

経
歴
を
踏
ま
え
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
社
会

課
題
解
決
に
結
び
つ
け
る
重
要
性
を
強
調

し
た
。
第
４
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
は
数

値
目
標
だ
け
で
な
く
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
施
策
を
重
視
し
、

山
間
地
域
で
の
教
室
開
催
な
ど
、
活
動

を
着
実
に
広
げ
て
い
っ
た
歩
み
を
紹
介
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
一
時
縮
小
し
た
が
、

弱
っ
た
体
に
元
気
を
取
り
戻
し
た
い
と
い

う
需
要
増
を
背
景
に
再
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
近
年
は
地
域
リ
ー
ダ
ー
や
ヘ
ル
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
が
普
及
の
カ
ギ
と
な

り
、
研
修
会
の
開
催
に
よ
り
地
域
全
体
に

指
導
者
層
を
広
げ
て
い
る
と
し
た
。

　

山
間
地
域
で
は
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
と
し

て
巡
回
指
導
を
行
い
、
交
通
不
便
の
課
題

は
あ
る
も
の
の
在
宅
で
の
自
主
実
践
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
言
う
。
ま
た
、
地
域
サ
ロ

ン
が
市
の
補
助
を
経
て
完
全
自
主
運
営
へ

移
行
す
る
な
ど
、
持
続
的
な
地
域
づ
く
り

に
も
寄
与
し
て
い
る
と
語
っ
た
。
成
果
と

し
て
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
形
成
、
フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど
多
面

的
な
効
果
を
報
告
し
た（
図
１
参
照
）。

ツ
を
社
会
課
題
解
決
の
中
心
に
据
え
る
べ

き
と
指
摘
。
実
現
可
能
な
施
策
に
注
力
し
、

ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
地
域
特
性
を
生
か
し

た
計
画
と
参
加
促
進
が
重
要
で
あ
る
と
説

い
た
。

▼ 

第
３
分
科
会

健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た

地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
の
試
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
光
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
／

健
康
運
動
指
導
士

小
谷
　
真
澄 

氏

ク
ラ
ブ
が
地
域
の
核
と
な
っ
て
取
り
組
む

貯
筋
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
意
義

　

小
谷
氏
は
、
地
域
の
高
齢
化
率
が
37
％

に
達
す
る
な
か
で
、
ク
ラ
ブ
が「
地
域
の

核
」
と
し
て
進
め
る
貯
筋
運
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
意
義
と
実
践
を
説
明
し
た
。
ク
ラ
ブ

に
は
健
康
運
動
指
導
士
な
ど
有
資
格
者

が
多
い
と
い
う
強
み
を
生
か
す
と
と
も

に
、
地
域
の
高
齢
化
と
い
う
課
題
に
対
し

て
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
を
活
用
し
、
貯
筋
運
動

を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
事
業
を
展

開
。
貯
筋
運
動
と
認
知
症
予
防
運
動（
コ

グ
ニ
サ
イ
ズ
等
）を
組
み
合
わ
せ
た
50
～

60
分
の
教
室
「
ふ
く
み
つ
貯
筋
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
各
地
域
で
実
施
し
、
笑
い
や
楽
し

さ
を
重
視
し
て
継
続
を
促
す
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
。

　

平
成
26
年
の
介
護
予
防
運
動
事
業
開

始
以
来
、
指
導
者
資
格
の
取
得
、
貯
筋
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
受
託
、
温
泉
施
設
や

計
画
の
簡
素
化
や
実
効
性
向
上
を
図
り
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
確

保
等
を
め
ざ
す
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
た
。

　

東
京
都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長
の

延
與
桂
氏
は
、
ロ
ン
ド
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

観
戦
を
機
に
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
に
目
覚

め
、
現
在
は
生
涯
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

活
動
し
て
い
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
を
例
に
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
が
人
を
つ
な
ぎ
、
認
知
向
上
や
社
会

理
解
を
深
め
る
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
も
、

継
続
的
な
大
会
開
催
と
環
境
整
備
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ジ
ャ
パ
ン
専
務
理
事
の
大

塚
眞
一
郎
氏
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を「
稼
ぐ
力
」

を
も
つ
産
業
と
し
て
と
ら
え
、
競
技
団
体

が
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
経
済
の
循
環
を
生
み

出
す
重
要
性
を
指
摘
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価

値
向
上
と
地
域
経
済
の
発
展
を
結
び
つ
け

る
べ
き
だ
と
展
望
を
語
っ
た
。

　

環
太
平
洋
大
学
大
学
院
教
授
の
友
添
秀

則
氏
は
、
人
口
減
少
や
地
域
格
差
な
ど
日

本
社
会
の
現
実
と
課
題
を
踏
ま
え
、ス
ポ
ー

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
体
力
つ
く
り

全
国
会
議
２
０
２
６

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
体
力
つ
く
り
全
国
会
議
実
行
委
員
会（
当
財
団

ほ
か
８
団
体
）は
２
月
10
日
、
標
題
の
会
議
を
栃
木
県
で
開
催
し
た
。
本
企
画
で

は
全
体
会
と
当
財
団
が
か
か
わ
っ
た
第
３
分
科
会
の
講
演
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

「
ス
ポ
ー
ツ
が
も
た
ら
す
新
た
な
価
値
の
発
見
」

TOPICS健康

図１●�ふくみつ貯筋プロジェクトの成果（福光スポーツ
クラブ）

〇健康寿命の延伸
　�プロジェクトを開始して１０年以上経過するがほとんどの方が体力レ

ベルを維持向上されており、質の高いＱＯＬを保っておられる
〇体力の向上［貯筋運動ステーションでの運動測定結果］
　脚筋力の指標となるいす座り立ちテストの結果が向上
　活発に活動される方が多い（いつまでもお若い！）
〇地域コミュニティーの場の創出
　�教室前後に楽しい会話の場面が多くみられ、新たなコミュニティー

が生まれている
　（これが楽しみの１つ！継続の秘訣！）
〇地域のつながり
　�地域づくり協議会とのつながりが密になり、その他の事業にもつながる
　（地域スポーツ交流大会等のイベント参加）
〇フレイル予防
　運動と社会参加を促しフレイル予防！
　フレイルチェックの輪っかテスト（右図）をクリア！
　地域の活動に積極的に参加されている
　地域のリーダーとなって活躍されている方も！
★貯筋運動が元気なまちづくりにつながる★

22健康づくり  2026.4



17
か
所
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
筋
力
向
上

に
よ
る
介
護
給
付
費
の
抑
制
効
果
も
期

待
さ
れ
、
学
生
と
の
世
代
間
交
流
も
含
め

て
、
地
域
の
未
来
を
見
据
え
た
持
続
可

能
な
モ
デ
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
評

価
し
た
。

神
奈
川
県
葉
山
町
福
祉
課
長
補
佐

中
込
　
里
子 
氏

貯
筋
運
動
普
及
に
向
け
た
９
年
間
の
歩
み

～ 

住
民
主
体
の
サ
ロ
ン
活
動
を
支
え
る 

～

　

中
込
氏
は
、
葉
山
町
で
の
貯
筋
運
動
を

介
護
予
防
と
地
域
づ
く
り
の
柱
と
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
行
政
の
立
場
か
ら
報
告
し

た
。
同
町
は
自
然
豊
か
で
住
民
満
足
度
が

高
い
一
方
、
鉄
道
が
な
く
高
齢
化
率
は
31
・

８
％
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
と
介
護
予
防

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
体

操
や
水
中
歩
行
教
室
は「
覚
え
に
く
い
・
続

け
に
く
い
」と
い
う
課
題
が
あ
り
、
貯
筋
運

動
は
自
宅
で
毎
日
続
け
ら
れ
、
効
果
を
数

値
で
評
価
で
き
る
た
め
導
入
を
決
断
。
当

初
は
町
民
健
康
課
が
単
発
教
室
と
し
て
試

行
し
、
参
加
者
の
好
評
を
受
け
、
全
町
的

な
事
業
に
踏
み
切
っ
た
。

　

普
及
に
あ
た
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
保
健
師
が
サ
ロ
ン
や
老
人
会
を
巡
回

し
、「
共
助
の
必
要
性
」と
介
護
予
防
の
意

義
を
説
明
。
活
動
団
体
は
初
年
度
の
３
団

体
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は
29
団
体
30
会
場

に
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
。
会
場
は
町
内

会
館
を
中
心
に
、
介
護
施
設
や
個
人
宅
ま

で
多
様
で
、
口
コ
ミ
が
参
加
者
増
加
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
と
評
価
し
た
。
ま
た
、

活
動
は
住
民
リ
ー
ダ
ー
が
主
体
的
に
運
営

し
て
お
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
や
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
、
年
２
回
の
保
健

師
に
よ
る
測
定
会
、
健
康
相
談
も
行
う
こ

と
で
安
心
感
と
継
続
性
を
高
め
て
お
り
、

「
貯
筋
通
帳
」や「
は
や
ま
カ
ー
ド（
５
０
０

円
）」の
配
付
等
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
面
も
紹

介
し
た
。

　

予
算
は
通
帳
・
カ
ー
ド
等
の
消
耗
品
費

約
16
万
円
、
健
康
運
動
指
導
士
派
遣
の
委

託
料
約
２
３
０
万
円
を
計
上
。
効
果
は
介

護
認
定
率
の
低
水
準
維
持
、
地
域
の
共
生

の
場
の
創
出
、
職
員
に
よ
る
地
域
ニ
ー
ズ
把

握
な
ど
多
方
面
に
及
び
、
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョン
に
な
っ
て
い
る
と
話

す（
図
３
参
照
）。
町
の
総
合
計
画
や
介
護

保
険
事
業
計
画
等
に
貯
筋
が
指
標
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
も
庁
内

連
携
を
進
め
つ
つ
参
加
者
の
拡
大
と
継
続

支
援
を
強
化
し
て
い
く
方
針
を
示
し
た
。

♦　
　

♦　
　

♦

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
、
北
翔
大

学
特
任
教
授
・
鹿
屋
体
育
大
学
名
誉
教
授

の
川
西
正
志
氏
は
、
加
齢
に
よ
る
筋
量
・

筋
力
の
変
化
と
貯
筋
運
動
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を

解
説
す
る
と
と
も
に
、
貯
筋
運
動
は
、
高

齢
化
が
進
む
地
域
に
お
い
て
、「
自
分
ら
し

く
元
気
に
暮
ら
し
続
け
る
力
」
を
は
ぐ
く

む
実
践
で
あ
り
、
自
治
体
・
ク
ラ
ブ
・
住
民

が
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
継
続
性
が
生
ま

れ
る
と
評
価
し
た
。
今
回
の
３
つ
の
事
例
は

い
ず
れ
も
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
主
体

を
広
げ
、
運
動
す
る
こ
と
が
交
流
・
学
び
・

生
き
が
い
へ
と
発
展
し
て
い
る
点
が
共
通
し

て
お
り
、
誰
も
が
無
理
な
く
取
り
組
め
る

し
く
み
と
支
援
が
、
ま
ち
全
体
の「
健
康

の
文
化
」を
育
て
る
カ
ギ
に
な
る
と
ま
と
め

た
。�

（
文
責
＝
編
集
部
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ほ
ろ
ば
ク
ラ
ブ
南
国
理
事
長

武
市
　
光
徳 

氏

貯
筋
運
動
で
行
政
と
地
域
を
結
ぶ

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
よ
る

介
護
予
防
の
取
り
組
み

　

武
市
氏
は
、
ク
ラ
ブ
が
掲
げ
る「
日
本

で
一
番
地
域
住
民
を
大
切
に
す
る
法
人
」

と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
下
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
枠
を
超
え
て「
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
を
し

あ
わ
せ
に
」
す
る
地
域
づ
く
り
へ
と
活
動

を
進
化
さ
せ
て
き
た
経
緯
を
語
っ
た
。
高

齢
化
の
進
行
、
医
療
費
の
増
大
、
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
ー
の
希
薄
化
、
子
ど
も
の
体
力
の
二

極
化
な
ど
の
複
合
的
課
題
を
直
視
し
、
ク

ラ
ブ
は
ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口
に
し
つ
つ
も
、

住
民
の
生
活
や
福
祉
を
支
え
る
役
割
を

担
う
よ
う
転
換
し
た
。

　

施
設
の
指
定
管
理
や
公
民
館
と
の
連
携

を
通
じ
て
、
公
共
施
設
が
本
来
も
つ「
住

民
福
祉
の
増
進
」の
使
命
を
再
確
認
し
、

行
政
の
各
部
局
と
横
断
的
に
協
働
で
き
る

体
制
を
整
え
た
と
言
う
。
こ
う
し
た
基
盤

の
上
で
、
誰
で
も
続
け
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
貯
筋
運
動
」を
使
っ
て
、
行
政
と
と
も
に

介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
普
及
し
た
と
振

り
返
っ
た
。
各
教
室
・
サ
ロ
ン
の
初
期
６
か

月
は
健
康
運
動
指
導
士
が
伴
走
し
、
そ
れ

以
降
は
住
民
主
体
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
た
実

践
方
式
に
移
行
し
、
自
主
性
と
継
続
性
を

生
み
出
し
て
い
る
と
話
し
た（
図
２
参
照
）。

　

運
動
後
に
、
食
事
づ
く
り
や
交
流
が
生

ま
れ
る
な
ど
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
生
き

が
い
づ
く
り
に
も
発
展
し
て
お
り
、
現
在

図3●�行政として「貯筋運動」による介護予防・地域づ
くりに取り組んで得たもの（葉山町）

図２●貯筋運動の流れと特徴（もほろばクラブ南国）

・�住民の自助、共助の
意識付け

　チームオレンジ
　地域福祉防災等
・�生活支援体制整備事

業との連動
・�ニーズ・地域課題の

洗い出しから、新た
な資源の創出

・�介護給付費適正化の
一助

共生社会の実現に向けたアクション

①�開始6ヶ月間➡週１回健康運動指導士による貯筋運動・二重
課題運動
②�７ヶ月目～１２ヶ月➡隔週２週間に１度健康運動指導士によ
る指導・その他週２回は、住民が主体的にＤＶＤで実施
③�２年目からは、住民が主体的にＤＶＤで実施、月に１度健康
運動指導士がモチベーションアップを図る

④�４ヶ月に１度の体力測定実施（握力・立ち上がり・ＴＵＧ）
⑤�脳の健康度測定アプリ年２回実施（ＭＩＲＵＤＡＫＥ令和７年度
より導入）

・�体操などで無理なく、楽しく体を動かして心身を健康に保
ち、自らの健康管理を意識するきっかけになります。

・�自分の居場所をつくることができたら、それが生きがいにな
り社会参加への意欲を高めることにもつながります。

・「集会所」にて、人と会い、コミュニケーションを取ることは適度
な精神的刺激となり、閉じこもり防止にも効果が期待できます。
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運動中の安全を守るために
指導者が押さえるべきポイント

　連載の最後は、参加者が安全に運動を行うた
めに指導者が確認すべき事項について取り上げま
す。
1．参加者の体調確認
　運動開始前には、参加者の体調を必ず確認し
ましょう。低体力者や中高齢者が対象の場合は特
に重要です。できれば、運動開始前に血圧と心拍
数を測定することが望ましいですし、参加者に対
し、痛みや不快感、体調不良がないかの聞き取り
を行ってください。そして、以下のような兆候が見
られた場合には、ただちに運動は中止すべきです。
特に、参加者が高齢者の
場合には、運動開始前と運
動中に加え、運動終了後
の体調チェックも重要です。
＜運動中の自覚・他覚症状＞
□　めまい、または失神に近い状態である。
□　胸痛が起こり、それがしだいに強くなっている。
□　吐き気があったり、吐いたりした。
□　著しい呼吸困難に陥っている。
□　激しく疲労している。
□　歩行失調（ふらつき）が見られる。
□　意識がはっきりしない、または混乱している。
□　�顔面が蒼

そ う

白
はく

になったり、冷汗をかいたりしている。
□　発汗が停止している、皮膚が乾燥している。
2．ウエア、シューズの確認
　参加者には、動きやすく、汗の吸収率の高いウ
エアを勧めましょう。暑いときと寒いとき、屋外か屋
内かによって、それぞれの環境に応じた装備（帽
子、手袋、ウインドブレーカーなど）も必要です。
指導者自身のウエアについては、動きがよくわかる
ように体の形にフィットした（関節の位置がわからな

いダボダボしたウエアでない）ものを着用するように
しましょう。
　シューズに関しては、自分の足に合っていて衝
撃緩衝性と適度な柔軟性を備えたものを履いてい
るかどうか確認しましょう。特に初心者に対しては、
運動中にひもがほどけないよう運動開始時にチェッ
クすること、長時間運動をしていると下肢に血液が
貯留して足がむくむので足を締め付けないよう、ひ
もを調節すること、などの指示も行いましょう。運動
に不向きなシューズを履いている参加者がいた場
合は、適切なシューズの選び方をアドバイスしてく
ださい。同じタイプやサイズでもメーカーによって差
があるので、必ず履いてみてから購入することを
勧めましょう。
3．水分補給
　安全管理の面から、水分
補給の指示は重要です。運
動中、水分が不足すると、脱
水症状をきたし、筋けいれん
や意識障がい、心血管系へ
の過度の負担が生じる可能性があります。運動開
始前、運動中、運動後にかぎらず、こまめに水や
スポーツドリンクを飲むように勧めましょう。
4.　緊急時の対応
　運動中の不慮の事故や傷害の発生の可能性を
考えて、運動場所にはある程度の救急用品を常備
しておくことが望ましいと言えます。また、近くの病
院や診療所を調べ、緊急時には搬送できるかどう
かの確認をしておきましょう。万が一、事故やけが
発生した場合には、運動施設の管理責任者に連
絡して対応を検討したうえで、受傷者の家族にも
連絡を入れましょう。
　運動指導者は、参加者の安全性に配慮する義
務と責任があることを忘れてはいけません。

運動を安全で効果的に楽しく指導するために必要な集団運動指導技術

安全性への配慮
日本女子体育大学大学院研究科長・
体育学部健康スポーツ学科教授、博士（人間科学）

東京大学大学院教育学研究科体育学専攻博士
課程修了。三重県立看護大学准教授、女子美術
大学教授等を経て、2013年より現職。専門研究
分野は健康科学、運動生理学。健康・体力づくり
事業財団等で健康運動指導者の養成、研修のた
めの講習会講師や資格認定試験官などを務める。

沢井  史穂

最終回
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◦ 脳科学で読み解くカラダの不思議 ◦

■ 36回の「脳との対話」を振り返って
　この連載がスタートしてから、 早いもので３年、
計36回の月日が流れました。 最初は「脳科学で読
み解くカラダの不思議」というテーマで、どこまで皆
さんにその魅力をお伝えできるか手探りの状態でし
たが、筆を置くいま、私の中には心地よい達成感と、
それ以上に読者の皆さんへの深い感謝があふれてい
ます。
　思えば、私たちはこの３年間、実にさまざまな「脳
のしわざ」をのぞき見てきました。あるときは「記憶力
を上げるにはどうすればいいか」と頭を悩ませ、また
あるときは「AIと人間の脳は何が違うのか」という時
代の最先端に思いをはせたこともありましたね。
　この連載は、 大きく分けて３つのステップで脳を
深掘りしてきました。
　１年目は、 脳という「臓器」の基本を知る時間でし
た。加齢に伴う変化や睡眠、食事、運動といった、
私たちが健やかに生きていくための「土台」としての
脳に焦点を当てました。 認知症で記憶が欠けるメカ
ニズムや、ストレスを感じたときの状態など、まずは

「自分の体の中で何が起きているのか」を客観的に
とらえることから始めました。
　２年目に入ると、もう少し踏み込んだテーマに挑
戦しました。 恋愛や怒りといった激しい感情の動き、
あるいは「やる気スイッチ」をどう入れるかといった、
日常の切実な悩みについても脳科学の視点から紐

ひ も

解
と

きました。 腸が「第２の脳」と呼ばれ、 精神状態
に深くかかわっているという話題も印象的なテーマの
一つでした。
　そして最終年度となった今年度は、 右利き・左利
きの謎

な ぞ

から始まり、「運がいい」と感じるときの脳の状
態、さらには夢の正体や遺伝の影響といった、 よ
り神秘的でパーソナルな領域へと足を踏み入れまし
た。
　以前もお話ししたとおり、 脳は私たちが意識でき
ないところでも休むことなく働き続ける「頑張り屋さ
ん」です。心臓に血液を送らせ、 体温を調節し、 何

百もの筋肉を協調させて転ばずに歩けるように差配
しています。会社で言えば、全体を統括する「社長」
でありながら、 みずから現場に赴いて特殊任務をこ
なす「凄

す ご

腕エージェント」のような存在です。
　しかし、一見＂みそ＂のような物質が、どうやって「う
れしい」「悲しい」という豊かな感情や、 複雑な思考
を生み出しているのか。その謎のすべてが解明され
たわけではありません。 現代の科学をもってしても、
まだ「わかっていないこと」はたくさんあります。ただ、
その「わからない」という余白こそが、 人間という存
在の深みであり、 おもしろさなのではないかと私は
思うのです。
■ 脳を知ることは、自分を慈しむこと
　３年間にわたって脳のしくみを学んできた皆さん
は、もうお気づきかもしれません。脳のしくみを知る
ということは、 単なる知識の習得ではなく、「自分自
身を許し、 慈しむための知恵」を手に入れることでも
あります。
　何かに失敗して落ち込んだとき、「それは脳の報酬
系が一時的にうまく働いていないだけだ」と冷静にと
らえられたり、 誰かにイライラした際に「これはホル
モンのしわざかもしれない」とひと呼吸置けたりする。
そんなふうに、 脳という「臓器」の特性を理解するこ
とで、 私たちは自分や他人の不完全さを、もう少し
だけ優しく受け入れられるようになるはずです。
　最後に、 改めて読者の皆さんに感謝を伝えたいと
思います。 私のつたない文章に、３年という長い間
おつきあいいただき、本当にありがとうございました。
皆さんの好奇心こそが、 私にとっての「やる気スイッ
チ」であり、 毎月の執筆を支える最大のエネルギー
でした。この連載はここでいったん幕を閉じますが、
皆さんと脳との共同生活はこれからもずっと続いてい
きます。どうぞこれからも、ご自身の脳という「最高
に働き者で、ちょっと不思議なパートナー」と仲よく、
上手につきあっていってください。 脳をからっぽにし
てリラックスする時間も大切にしながら、 毎日がより
豊かなものになることを、 心より願っております。

脳と歩んだ36か月

最終回

お茶の水女子大学
基幹研究院自然科学系 助教
（生体組織機能学研究室）

毛内  拡
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「
あ
り
が
と
う
」に
つ
い
て
の

た
く
さ
ん
の
著
書
と
の
出
合
い

健
康
づ
く
り
の
連
載
が
今
回
で
ラ
ス
ト
に
な

る
と
伺
い
、
感
謝
の
気
持
ち
が
沸
き
上
が
って

き
て
い
ま
す
。
今
回
が
１
５
７
回
目
で
す
か
ら
、

13
年
間
続
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
依
頼
を
受
け
た
際
、
連
載
の
タ
イ
ト
ル
は

「
有
言
実
行
」の
漢
字
を「
優
言
実
幸
」に
し
た

い
と
お
願
い
し
た
と
き
、
快
く
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
ま
し
た
。
穏

や
か
な
心
か
ら
出
て
く
る
優
し
い
言
葉
が
人
を

幸
せ
に
す
る
と
い
う
思
い
で
し
た
。
同
時
に

「
優
」は「
す
ぐ
れ
た
」と
も
読
め
る
の
で
、
洗
練

さ
れ
た
す
て
き
な
言
葉
選
び
が
、
人
の
健
康
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
生
活

習
慣
病
や
心
の
病
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
ス

ト
レ
ス
が
あ
り
、
多
く
の
場
合
そ
れ
は「
言
葉

が
け
」に
起
因
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
相
手
の
こ

と
を
慮

お
も
ん
ぱ
か
っ
た
優
し
い
言
葉
は
、
む
し
ろ
人
を

癒
や
し
た
り
、
励
ま
し
た
り
、
勇
気
づ
け
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

連
載
が
始
ま
る
前
か
ら
、
小
林
正
観
さ
ん
の

「
あ
り
が
と
う
」に
関
す
る
著
書
を
た
く
さ
ん

読
ん
で
い
ま
し
た
。
衝
撃
だ
っ
た
の
は
、
工
藤

房
美
さ
ん
が
書
か
れ
た『
遺
伝
子
ス
イ
ッ
チ
・
オ

ン
の
奇
跡
』で
す
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は「『
あ
り
が

トレーナー・岩㟢 の優 実言 幸
ゆう げん じっ こう

「ありがとう」は最強のペップトーク

最も美しい言葉 岩﨑 由純
日本ペップトーク普及協会代表理事、
日本コアコンディショニング協会会長。
全米アスレティックトレーナーズ協会公認
アスレティック・トレーナー、日本スポーツ
協会公認アスレティック・トレーナー。

最終回

と
う
』を
十
万
回
唱
え
た
ら
ガ
ン
が
消
え
ま
し

た
！
」で
す
。
ス
テ
ー
ジ
４
の
が
ん
で
余
命
１
か

月
を
宣
告
さ
れ
た
工
藤
さ
ん
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究

の
第
一
人
者
、
村
上
和
雄
先
生
の『
生い

の
ち命

の
暗

号
』を
読
ん
で
、
が
ん
に
な
って
し
ま
っ
た
細
胞

に
も
、
抜
け
落
ち
た
髪
の
毛
に
も「
あ
り
が
と

う
」を
言
う
と
決
め
て
、
実
践
。
い
ま
で
は
す
っ

か
り
お
元
気
に
な
り
全
国
各
地
で
講
演
さ
れ
て

い
ま
す
。

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
人
、
出
来
事
、
著
書

に
も
触
れ
て
き
ま
し
た
が
、
２
年
ほ
ど
前
に
は
、

精
神
科
医
の
樺
沢
紫
苑
先
生
と
、
感
謝
研
究

家
と
名
乗
って
お
ら
れ
る
田
代
政
貴
さ
ん
と
の

共
著『
感
謝
脳
』に
出
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

感
謝
に
は
３
つ
の
段
階
が
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て

い
て
、
第
１
段
階
が
、
何
か
し
て
も
らっ
た
と
き

の「
親
切
への
感
謝
」、
次
が
あ
た
り
ま
え
の
こ

と
に
対
す
る「
日
常
へ
の
感
謝
」、
そ
し
て
い
ち

ば
ん
高
次
な
の
が
、
何
が
起
き
て
も
あ
り
が
と

う
と
思
え
る「
逆
境
への
感
謝
」だ
そ
う
で
す
。

前
述
の
工
藤
さ
ん
は
、
こ
の
領
域
に
達
し
て
奇

跡
の
人
に
な
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
さ
ん
が
、「
あ
り
が
と
う
の
反

対
は
あ
た
り
ま
え
」と
言
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
連
載
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
深
謝
。
そ
し
て
読
者
の
皆
さ
ま
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【映画のこの一
言】

『憧れを超えた侍たち
世界一への記録』

2023年  日本のスポーツドキュメンタリー映画

1:42:27
「僕から一個だけ…（中略）きょう一日だけ
は彼らへの憧れを捨てて、勝つことだけ考え
て行きましょう。さあ、行こう！」

　2023年のワールドベースボールクラシック（以下、WBC）で、メジャーリーグ・
ベースボール（MLB）のオールスター軍団だった宿敵USAを決勝戦で破って優勝
した侍ジャパンのドキュメンタリー映画です。栗山英樹監督の就任記者会見から、
優勝までの実写記録映画です。ちょうどこの原稿を書いているときに2026年の
WBCが開幕し、なんと大谷翔平選手は、開幕から２試合連続のホームランを東
京ドームで放ち、再び国民を感動の渦に巻き込んでいます。さて、前回大会で
は準決勝の９回の裏までメキシコにリードされているという絶体絶命のピンチか
ら、村上宗隆選手の劇的サヨナラヒットでたどり着いた決勝戦。試合直前のロッ
カールームでの先発選手発表の際、栗山監督は「メジャーリーグに勝つことを想
定して、ここにいるみんなに来てもらった！」と究極の存在承認をして全選手を
鼓舞しました。左記のセリフは、大谷選手のわずか32秒のペップトークの一部。
報道では冒頭の「憧れるのをやめましょう！」が取り上げられましたが、大事なの
は「勝つことだけ考えて行きましょう！」です。みんなに「できることを前向きな言
葉で言語化」して、自分を含めた全選手のその気を引き出しました。
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裸
眼
視
力
１・０
未
満
の
割
合

小
学
生
は
３
割
、高
校
生
は
７
割

　

文
科
省
は
２
月
13
日
、「
令
和
７
年

度
学
校
保
健
統
計
」の
結
果
を
公
表
し

た（https://w
w

w
.m

ext.go.jp/b_
m

enu/toukei/chousa05/hoken/
kekka/k_detail/2025.htm

）。
裸
眼
視

力
１
・
０
未
満
の
者
の
割
合
は
、
学
校
段
階

が
進
む
ほ
ど
高
く
な
り
、
小
学
校
で
３
割

超
、
中
学
校
で
６
割
程
度
、
高
等
学
校
で

７
割
程
度
だ
っ
た
。
肥
満
傾
向
児
の
割
合

は
、
男
女
と
も
11
歳
前
後
が
高
く
、
特
に

男
子
は
９
歳
以
降
で
ほ
ぼ
１
割
を
超
え
て
い

た
。
痩そ

う

身し
ん

傾
向
児
の
割
合
は
、
男
女
と
も

10
歳
ご
ろ
ま
で
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
以
降

は
３
％
前
後
だ
っ
た
。

人
口
は
１
年
で
約
90
万
人
の
減
少

令
和
７
年
人
口
動
態
統
計
よ
り

　

厚
労
省
は
２
月
26
日
、「
人
口
動
態
統
計

速
報
」の
令
和
７
年
１
月
～
12
月
分
を
公

表
し
た（https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/
toukei/saikin/hw

/jinkou/geppo/
s2025/12.htm

l

）。
出
生
数
は
70
万
５
８

０
９
人
で
10
年
連
続
減
少
し
、
死
亡
数
は

１
６
０
万
５
６
５
４
人
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

自
然
増
減
数
は
89
万
９
８
４
５
人
の
減
少

と
な
り
、
18
年
連
続
で
の
減
少
と
な
っ
た
。

一
方
、
婚
姻
件
数
は
50
万
５
６
５
６
組
で
２

年
連
続
で
増
加
し
て
い
た
。

小
規
模
事
業
場
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク

実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
公
表

　

厚
労
省
は
２
月
25
日
、「
小
規
模
事
業
場

ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
実
施
マ
ニュ
ア
ル
」を

公
表
し
た（https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/
stf/new

page_69680.htm
l

）。
労
働
者

数
50
人
未
満
の
事
業
場
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス

チ
ェッ
ク
の
義
務
化（
施
行
期
日
は
公
布
後
３

年
以
内
に
政
令
で
定
め
る
日
）を
受
け
、
同

マ
ニュ
ア
ル
で
は
小
規
模
事
業
場
で
の
労
働

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
、
現

実
的
で
実
効
性
の
あ
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
の

実
施
体
制
・
実
施
方
法
等
に
つい
て
解
説
し

て
い
る
。

健康・体力
づくり情報

　小誌「健康づくり」を応援してくださった皆さまから寄せられた、印象に残っている記事や感想の一部をご紹介します。

　「身体活動基準」や「食事摂取基準」「睡眠ガイド」
「飲酒に関するガイドライン」、さらには生活習慣病
に関する各種ガイドラインなどについて、策定の前後
でとてもていねいかつ詳しい情報を知ることができ、
たいへん参考になりました。
＜健康運動指導士、スポーツプログラマー＞

　毎回、いま、国レベルで健康づくりがどのように
進められているのかを確認できて、それがとてもわか
りやすく誌面にまとめられていたので大変助かりまし
た。
　いまは情報社会で、さまざまな情報がすぐに手に
入れられる半面、信頼できる情報とそれ以外を区別
することが個人では難しく、その意味でも「健康づくり」
を手にすることは自分にとって大切なひとときでした。
　これからもずっと、私たち健康運動の指導者の成
長を誌面を通じて応援してくださいね。 
＜病院勤務　健康運動指導士＞

　長い間、拝読してまいりました。健康づくり教室を担当する
者として、本誌の内容は欠かすことのできない大切な情報源
でした。毎号しっかり読み込み、現場の指導に生かせるよう
努めてきました。専門医の先生方をはじめ、運動の専門家や
トレーナーの皆さまの信頼できるお話は、どれも興味深く学び
の多いものでした。
　指導者としては高齢になりましたが、これからも担当する教
室では「身体活動・運動ガイド2023」に沿って、変わらず
指導を続けていきたいと考えております。
＜健康運動指導士、健康ウオーキング指導士、エアロビック
指導員＞

　新たな政策について、いち早く取り上げ、詳

しく解説された特集記事のおかげで、自治体の

保健師の方々とスムーズにコミュニケーションが

取れました。

＜健康運動指導士、自治体健康増進関連課の

事業担当＞

読者の皆さまからのメッセージ
最終特別号に寄せて



健康・体力づくり事業財団からのお知らせ

理事会報告

　当財団は、３月５日、令和７年度第２回理事会を開催しました。
健康運動指導研究助成のための費用を公益充実資金として見直
すこと、旅費規程の改正について事務局から提案し、承認されまし
た。また、令和８年度事業計画案および収支予算案について審
議が行われ、両案とも承認されました。各理事より、新たな広報誌
への期待やクロスメディア化、健康運動指導士・健康運動実践
指導者養成事業について多くのご意見・アドバイスをいただき、活
発な会議となりました。

【令和８年度事業活動基本方針（概要）】
　当財団は、健康・体力づくりに関する啓発および各種事業を推
進することにより、国民の健康・体力の保持増進および疾病の予
防を図り、国民の福祉の向上と社会の繁栄に寄与することを目的
に、各事業を推進していく。
・「健康日本21（第三次）」に沿った普及啓発
・「健康づくりのための身体活動・運動ガイド2023」で推奨された
　筋力トレーニングと有酸素性の身体活動の普及
・広報誌・月刊「健康づくり」のリニューアルやホームページの刷新
・�Digital Transformation の推進による健康運動指導士・健康

運動実践指導者の利便性の向上
・地域のボランティア・リーダー等の資質向上、ほか

令和８年度健康運動実践指導者養成講習会
神奈川・愛知会場の申込受付３月30日から

　健康づくりのための運動を安全・効果的に実践指導できる健康
運動実践指導者の養成講習会を、令和８年度は東京、神奈川、
愛知、大阪、福岡で開催します。講習会修了後に実施する認定
試験に合格・登録された方に「健康運動実践指導者」の称号を付
与します。
●３月30日（月）～４月12日（日）の申込受付会場
＜神奈川会場＞開講５月22日～７月６日までの毎月３日間ずつ　　
　　　　　　　於・横浜国際プール
＜愛知会場＞開講５月23日～７月13日までの毎月３日間ずつ　
　　　　　　於・邦和セミナープラザ
≪問い合わせ≫指導者養成部　TEL:03-6430-9113
https://www.health-net.or.jp/shikaku/shidousya/youryou.html

令和８年度健康運動指導士養成講習会
二次募集申込受付中・先着順

　個々人の心身の状態に応じ、安全で効果的な運動を実施するた
めの運動プログラムの作成および運動指導を担う健康運動指導士
の令和８年度養成講習会前期・通年（開講期間：４月～令和９年
１月）の二次募集を受け付けています。受付は先着順で、定員になっ
た会場から締切りますので、ホームページで申込可能な会場をご確
認のうえお申し込みください。なお、後期開講分（10月～令和９年
１月）の申込受付は７月31日からです。

≪問い合わせ≫指導者養成部　TEL：03-6430-9113
https://www.health-net.or.jp/shikaku/shidoushi/youryou.html

貯筋運動普及研修会
令和８年度開催協力自治体・クラブ等募集

　当財団では、加齢にともない衰えやすい脚部と腹部を中心とした
自重の筋力トレーニング・貯筋運動を普及する人材育成のための
貯筋運動普及研修会（１日間）を全国数会場で開催することとして
おり、共催もしくは運営でご協力いただける自治体、総合型地域ス
ポーツクラブ、クラブ連絡協議会、スポーツ推進委員会等を募集し
ています。運営側に費用負担はありません。
　本事業は日本スポーツ振興センターの助成事業として実施してい
くため、開催決定は５月上旬になります。詳細はメール、電話でお
問い合わせください。
≪問い合わせ≫事業部　TEL: 03-6430-9114
　　　　　　　　　  　e-mail：seminar@health-net.or.jp

スポーツ庁Sport in Life アワード
受賞団体決定

　スポーツ庁は、３月３日、スポーツ人口の拡大に貢献する優れた
取り組みを表彰する「第５回 Sport in Life アワード」を行いました。
大賞には、松浦造園（株）の造園職人の職業病を予防しようとして
始まった、社員主導の健康づ
くりと社内ジムの運営が選ばれ
たほか、企業部門、団体部門、
自治体部門で計11団体が優
秀賞として表彰されました。団
体部門では、健康運動指導
士の岡田真平氏が所長を務め
る（公財）身体教育医学研究
所が「Para Sport in Life for 
Everyone ～誰もがパラスポー
ツを楽しむ地域づくり～」の取
り組みで受賞しました。

最終特別号  第576号

2026年（令和8年）4月1日発行
編集人　下光輝一

公益

https://www.health-net.or.jp/
e-mail mailbox-kenkoudukuri＠health-net.or.jp

■昭和53年の当財団設立当初より広報誌として健康・体力
づくりに関する情報を発信してまいりました月刊「健康づくり」
は、今号をもって閉じることになりました。小誌が2005年にリニ
ューアルした325号より、当時のもう１冊の広報誌「トリムジャパ
ン」から引き続き担当させていただき、252冊と重ねてくること
ができました。ご愛読いただきました皆さま、ご指導・ご協力を
賜りました皆さま、関係各所に、深く感謝申し上げます。
　小誌は運動指導者や健康づくり・スポーツ専門職など、健康
づくりを支援する側の方々を意識して作成してまいりましたが、
５月からは、新たにより多くの国民の皆さまにも手に取っていた
だけるような雑誌にリニューアルして、隔月で発行していくこと
になっています。現在、鋭意構想・準備中です！� （柳）

●編集室から●

毎月10日発行のメールマガジンやXで、定期的
に情報を発信していきますので、ぜひ登録をお
願いいたします（無料）。

メールマガジン登録➡

河合スポーツ庁長官から授賞される
岡田真平氏（左）と研究所事業担当者（右）
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健康づくり  2026.429

白馬岳を最高峰とする後
うしろ

立
たて

山
やま

連峰は、筆者が学生時
代に最も親しんできた山域である。栂

つが

池
いけ

にある学園の
ヒュッテが活動の拠点になっていた。
白馬岳へは、長野県白馬村の猿倉登山口から大雪渓

（雪解けが進み通行不可の期間あり）を経て白馬岳登頂
後に山頂直下にある山荘に１泊。翌日の下山コースは
①往路の大雪渓を下って猿倉に戻る　②白馬三山（白馬
岳、杓

しゃく

子
し

岳、鑓
やり

ヶ岳）を縦走して白馬鑓温泉から猿倉に
周遊する　③白馬大池から乗鞍岳、栂池を経て栂池高
原　④白馬大池から蓮華温泉、の４ルートがある。
ここでは新潟県糸魚川市側の蓮華温泉に前泊し、白
馬大池、小

こ

蓮
れん

華
げ

山
さん

を経て白馬岳に登頂する１泊コースを
推奨したい。白馬大池から小蓮華山を経て白馬岳に至
る稜線美には魅了される。翌日は白馬岳で御来光を拝し
たあと、上記の下山ルートを選択することになるが、公
共交通を利用する場合、蓮華温泉に戻るにはその日に
バスが運行しているかの確認が必須だ。

蓮華温泉は白馬岳の北東、標高1475ｍの山腹に位
置する一軒宿の秘湯である。ツアースキー客のために３
月20日ごろから営業するが、一般客は車道が開通する６
月下旬～10月20日ごろまでしか入れない。自慢の風呂は、
宿から10分ほど歩く山の斜面に脱衣所もない野天風呂４
か所と館内の男女別内湯。路線バスは７月中旬～10月中
旬の土日祝日中心の季節運行なので要確認。

小蓮華山から白馬岳へと続く稜線からの眺望

  白馬岳（標高2932ｍ）
◆�コースタイム：蓮華温泉から白馬岳まで登り約６時間30分・下
り約４時間40分（栂池まで約５時間10分、猿倉まで大雪渓経由
で約３時間30分・鑓ヶ岳から白馬鑓温泉経由で約8時間40分）

♨蓮華温泉・白馬岳蓮華温泉ロッジ
　☎090-2524-7237
　◦�単純硫黄泉ほか　源泉温度79.0度（仙気ノ湯）ほか
　◦�北陸新幹線糸魚川駅からバス１時間35分、蓮華温泉

下車徒歩３分

山と温泉
information

飯出 敏夫　温泉紀行ライター

最終回   白
し ろ

馬
う ま

岳
だ け

と蓮
れ ん

華
げ

温泉（新潟県・長野県）
山と温泉～自然の魅力紀行～

蓮華温泉・仙気ノ湯、正面左の峰は朝日岳



持
ち
前
の
好
奇
心
と
柔
軟
性
で

運
動
教
育
の
道
へ

─
─
日
本
の
健
康
づ
く
り
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
原
点
は
ど
こ
に

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

中
学
ま
で
転
校
が
多
く
、高
校
の
ダ

ン
ス
部
で
初
め
て
本
格
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
み
ま
し
た
。ダ
ン
サ
ー
で
も
あ
っ

た
顧
問
の
先
生
か
ら
最
先
端
の
前
衛
的

な
ダ
ン
ス
を
教
わ
っ
た
り
、自
分
た
ち
で

選
ん
だ
国
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
研
究
し

て
踊
っ
た
り
。生
物
部
に
も
入
り
、生
徒

会
副
会
長
も
務
め
て
、忙
し
い
高
校
時

代
で
し
た
。

　
文
学
部
志
望
で
し
た
が
、体
育
行
政

職
だ
っ
た
父
に「
本
は
個
人
で
読
め
る
け

れ
ど
、体
育
学
教
育
や
研
究
法
は
大
学

で
し
か
学
べ
な
い
」と
言
わ
れ
て
、東
京
に

出
た
い
一
心
で
体
育
学
専
攻
を
選
び
ま

し
た
。大
学
時
代
に
戸
倉
ハ
ル
教
授
よ
り

〝
踊
る
心
〟に
つ
い
て
学
び
、ダ
ン
ス
部
の

ほ
か
に
も「
体
育
を
学
ぶ
者
の
集
い
」に

参
加
し
、東
大
や
今
の
筑
波
大
、日
体
大

な
ど
の
学
生
と
体
育
の
教
育
学
的
な
あ

り
方
を
話
し
合
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
研
究
科
に
進
む
予
定
で
し

た
が
、大
学
の
先
輩
が
教
育
行
政
に
人

事
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
後
任
と

し
て
、都
立
高
校
の
教
員
に
な
り
ま
し

た
。そ
こ
で
出
会
い
が
あ
り
結
婚
退
職
し

た
と
き
、順
天
堂
大
学
か
ら
の
お
話
が

あ
り
、行
っ
て
み
た
ら
父
の
お
知
り
合
い

ば
か
り
で
、面
接
の
場
で
働
く
こ
と
が
決

ま
っ
た
ん
で
す（
笑
）。

―
―
お
父
さ
ま
の
助
言
か
ら
ご
縁
が

変拍子の時代を軽やかにステップ
日本の健康づくりの幕を開く
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次
々
と
つ
な
が
っ
て
、現
在
へ
導
か
れ
て

い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　
新
し
く
女
子
学
生
を
採
用
す
る
準
備

の
仕
事
の
は
ず
が
、女
子
の
採
用
が
先

送
り
に
な
っ
て
、ア
ス
リ
ー
ト
に
も
リ
ズ

ム
感
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
男
子
学
生

に
ダ
ン
ス
の
授
業
を
し
ま
し
た
。程
な
く
、

日
本
に
ケ
ネ
ス
ク
ー
パ
ー
の
有
酸
素
性

運
動
理
論（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）が
紹
介
さ

れ
た
と
き
は
、光
が
差
し
た
思
い
が
し
、

そ
こ
か
ら
研
究・実
践
活
動
の
場
が
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。当
時
の
体
育
学
部

長
が
、研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
同
じ
年

に
で
き
た
国
立
西
が
丘
競
技
場
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
指
導
を
受
託
し
て

く
れ
た
ん
で
す
。地
域
の
一
般
の
方
向
け

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
要
素

を
取
り
入
れ
た
ら
、運
動
強
度
が
課
題

に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
利
用
者
さ
ん
に

脈
拍
計
を
つ
け
て
も
ら
っ
て
デ
ー
タ
を
取

り
、体
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
ス
テ
ッ
プ
を

分
類
し
た
安
全
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

し
、目
標
の
設
定
の
し
か
た
な
ど
を
広
め

て
い
き
ま
し
た
。

最
新
の
知
見
に
挑
戦
し

学
び
の
普
及
に「
不
断
前
進
」

―
―
そ
の
実
績
が
、健
康
運
動
指
導
士

の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
指
導
や
、テ
キ
ス
ト

の
執
筆
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
ね
。

　
日
本
で「
健
康
づ
く
り
」と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
始
め
た
時
期
で
し
た
。
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
、「
運
動
に
よ
る

健
康
づ
く
り
」を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
各

地
の
会
長
さ
ん
か
ら
高
齢
者
に
運
動
は

危
険
だ
と
反
対
さ
れ
た
の
で
す
が
、
ド

イ
ツ
な
ど
の
高
齢
者
の
運
動
効
果
の

デ
ー
タ
な
ど
を
示
し
て
説
得
し
、
高
齢

者
向
け
の「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」を

つ
く
り
、
安
全
に
普
及
す
る
た
め「
シ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
」の
養
成
に
か
か

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は

体
と
心
の
健
康
づ
く
り
・
フ
レ
イ
ル
予

防
活
動
と
し
て「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体

操
」は
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
い
ま
も
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
新
し
い
挑
戦
の
連
続
で
す
ね
。

　
そ
の
少
し
前
に
は
、学
長
の
勧
め
で
ダ

ン
ス
の
心
身
へ
の
効
果
を
使
っ
た
運
動
セ

ラ
ピ
ー
の
勉
強
中
、精
神
科
の
患
者
さ
ん

の
特
徴
的
な
行
動
の
改
善
方
法
を
探
し

て
い
て
、「
フ
ェ
ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
メ
ソ
ッ

ド
」に
出
合
い
ま
し
た
。創
始
者
モ
ー

シ
ェ・フ
ェ
ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
博
士
は
物

理
学
者
で
、体
の
小
さ
な
心
地
よ
い
動
き

を
通
し
て
全
身
の
骨
格
や
筋
肉
の
連
携

し
た
動
き
に
気
づ
き
、脳
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
で
、よ
り
よ
い
生
き
方
を
め
ざ
す

自
己
開
発
の
レ
ッ
ス
ン
で
す
。私
自
身
、

最
初
の
レ
ッ
ス
ン
で
姿
勢
が
変
わ
り
ま
し

た
。い
い
生
き
方
を
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
だ
と
考
え
て
指
導
者
養
成
講
座
を

立
ち
上
げ
、海
外
か
ら
先
生
を
お
呼
び

し
て
指
導
者
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
り
、協

会
を
設
立
し
て
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

―
―
要
職
を
歴
任
さ
れ
、ご
多
忙
な
中

で
困
難
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
父
が
よ
く「
頼
ま
れ
る
こ
と
は
す
ご
い

こ
と
な
ん
だ
よ
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。目

を
か
け
て
も
ら
っ
た
の
だ
か
ら
、依
頼
は

で
き
る
限
り
断
り
ま
せ
ん
。子
育
て
中
は

ギ
リ
ギ
リ
で
し
た
が
、他
者
を
思
い
や
る

「
仁
」が
校
是
の
順
天
堂
大
で
配
慮
を
い

た
だ
き
、家
族
や
ご
近
所
の
方
に
も
助

け
ら
れ
て
、仕
事
を
や
め
る
こ
と
は
一
度

も
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。仕
事
も
楽
し
み

の
感
覚
な
ん
で
す
。順
天
堂
の
理
念
の

「
不
断
前
進
」も
合
っ
て
い
て
、「
や
っ
て
み

よ
う
」と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、く
よ
く

よ
し
て
も
解
決
し
な
い
と
思
う
の
で
考

え
込
ま
な
い
、楽
天
的
な
性
格
で
す
。

人
と
の
出
会
い
が

人
生
を
豊
か
に

―
―
長
い
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
、特
に
印
象

深
い
出
来
事
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　
１
９
７
０
年
代
と
80
年
代
に
海
外
視

察
に
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
経
験
は
、伝

統
的
な
ダ
ン
ス
を
通
し
て
そ
の
国
の
あ

り
方
を
知
っ
た
り
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
年
齢
を
超
え
て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
む
ド
イ
ツ
の
理
想
的
な
地
域
ス
ポ
ー

ツ
を
学
ん
だ
り
と
、有
意
義
な
も
の
で
し

た
。ま
た
、こ
の
と
き
同
行
し
た
メ
ン

バ
ー
と
は
助
け
合
え
る
関
係
が
続
い
て

い
て
、要
所
、要
所
で
の
人
と
の
出
会
い

や
つ
な
が
り
が
、人
生
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

――
い
ま
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
な
さ
っ

て
い
ま
す
か
。

　
講
演
や
指
導
者
養
成
講
師
、団
体
理

事
、監
事
な
ど
を
続
け
て
い
ま
す
。国
内

外
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
そ
の
土

地
の
舞
踊
に
出
合
う
の
が
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
で
す
。最
近
は
、い
つ
ま
で
も
動
け
る

体
力
を
維
持
す
る
た
め
、１
０
０
名
城

巡
り
を
し
て
い
ま
す
。難
攻
不
落
の
中

世
の
城
は
大
変
で
す
が
、歴
史
好
き
な

の
で
楽
し
い
で
す
。そ
の
ほ
か
、筋
力
や

バ
ラ
ン
ス
能
力
維
持
の
た
め
週
１
回
ジ

ム
に
通
っ
て
い
ま
す
。

―
―
人
生
の
先
輩
で
あ
る
先
生
か
ら
、

健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
皆
さ
ん

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
西
が
丘
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
に
、見

え
な
い
、聞
こ
え
な
い
方
が
来
ら
れ
、体
に

文
字
を
書
く
よ
う
な
二
人
だ
け
に
わ
か

る
サ
イ
ン
を
決
め
て
指
導
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。障
害
が
あ
っ
て
も
自
立
し
、

意
欲
的
に
社
会
参
加
を
さ
れ
た
そ
の
女

性
か
ら
私
は
前
向
き
な
生
き
方
を
学
び

ま
し
た
。人
と
直
接
か
か
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
指
導
者
と
し
て
も
人
間
と
し
て
も

成
長
で
き
る
と
思
い
ま
す
。Ａ
Ｉ
で
完
結

す
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、積
極
的
に

人
と
か
か
わ
り
、話
し
合
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。わ
く
わ
く
す
る
こ
と
、心
に
触

れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
。

MY SPORTS

バイカル湖畔のブリヤート共和国にて現地の人と交流
し、民族衣装で伝統のダンスを体験。世界遺産を訪ね
て70か国以上回ったと言い、「世界遺産の近くにはフォー
クダンスがあるところが多いので、踊りにいくのも楽し
みの一つです」。
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偶
然
で
運
命
的
な

超
音
波
と
の
出
合
い

─
─
世
界
で
初
め
て
筋
肉
量
と
筋
力
の

関
係
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。ご
研

究
の
舞
台
裏
を
お
教
え
い
た
だ
け
ま
す

か
。

　
大
学
院
で
論
文
の
テ
ー
マ
を
決
め
る

と
き
、猪
飼
道
夫
教
授
か
ら「
こ
れ
か
ら

は
超
音
波
で
す
」と
言
い
渡
さ
れ
ま
し

た
。驚
い
て
、超
音
波
っ
て
な
ん
で
す
か
？　

と
聞
い
た
ら
、「
医
学
部
の
図
書
館
に
文

献
が
あ
る
か
ら
」と
。ま
っ
た
く
の
回
答

ゼ
ロ
、論
文
の
読
み
方
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。

　
ヒ
ト
を
対
象
と
し
た
超
音
波
装
置
も

日
本
に
ほ
と
ん
ど
な
く
、腕
や
脚
を
水
槽

に
入
れ
て
そ
の
周
り
に
超
音
波
送
受
波

器
を
一
周
さ
せ
て
画
像
化
し
た
時
代
で

す
。解
剖
学
の
本
に
も
体
の
横
断
面
の

図
は
な
く
、医
学
部
の
解
剖
の
授
業
で

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
献
体
を
い
た
だ
い

て
、腕
の
切
片
を
つ
く
る
だ
け
で
大
騒
ぎ

で
し
た（
苦
笑
）。切
断
面
の
実
像
と
超

音
波
の
画
像
を
見
比
べ
な
が
ら
超
音
波

の
周
波
数
な
ど
の
調
整
を
１
年
重
ね
、よ

う
や
く
超
音
波
像
が
撮
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。と
に
か
く
人
の
筋
肉
を
測
定

し
よ
う
と
、東
大
附
属
中
学
水
泳
部
員

の
協
力
を
得
て
測
定
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
、予
想
ど
お
り
筋
肉
の
太

い
人
の
力
が
強
か
っ
た
。こ
の
研
究
で
、

性
差
や
年
齢
差
に
関
係
な
く
最
大
筋
力

は
筋
の
断
面
積
に
比
例
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
な
ぜ
筋
肉
を
テ
ー
マ
に
な
さ
っ
た
の

人体の疑問に向き合い続けて60年
筋肉研究のパイオニア
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で
す
か
。

　
大
学
で
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
り
、筋
ト
レ

で
筋
力
を
強
く
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た

が
、指
導
教
員
に「
思
春
期
以
降
、筋
力

は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
も
上
が
ら
な
い
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。１
９
６
０
年
代
初
頭

は
そ
れ
が
常
識
で
し
た
。し
か
し
、納
得

で
き
ず
、自
分
で
セ
メ
ン
ト
と
鉄
パ
イ
プ

を
使
っ
て
バ
ー
ベ
ル
を
つ
く
り
、自
宅
の

庭
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
ら
、筋
肉
は

大
き
く
強
く
な
っ
た
。な
ぜ
太
く
な
る
の

か
と
い
う
単
純
な
疑
問
と
、ほ
か
に
ど
ん

な
や
り
方
が
あ
る
の
か
等
々
、筋
ト
レ

自
体
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。

　
東
京
五
輪（
１
９
６
４
年
）を
契
機
に

日
本
に
も
世
界
各
国
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
科
学
に
関
す
る
多
く
の
情
報
が
入
っ

て
き
ま
し
た
。そ
の
影
響
で
、ト
レ
ー
ニ

ン
グ
科
学
に
執
心
し
、特
に
、ア
イ
ソ
メ

ト
リ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
強
い
関
心
を

覚
え
ま
し
た
。高
校
で
体
育
教
員
を
し

な
が
ら
２
年
間
勉
強
し
、東
京
大
学
大

学
院
に
合
格
し
猪
飼
研
究
室
で
筋
力
の

研
究
を
始
め
ま
し
た
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
と
と
も
に

ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
進
化
さ
せ
る

―
―
未
知
だ
っ
た
超
音
波
で
ご
苦
労
を

重
ね
な
が
ら
、志
し
た
筋
肉
の
研
究
に

邁ま
い
進し
ん
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。

　
次
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
筋
肉
が

ど
の
よ
う
に
太
く
、
強
く
な
る
の
か
を
調

べ
よ
う
と
、感
銘
を
受
け
た
テ
キ
ス
ト「
ア

イ
ソ
メ
ト
リ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（Hettinger

著
）」の
内
容
を
参
考
に
実

験
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
開
始
後
１
か
月
間
は
筋
力

だ
け
が
上
が
っ
て
筋
肉
は
太
く
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
筋
ト
レ
の
初
期
段
階
で

は
、
力
を
出
す
際
に
脳
の
集
中
力
が
高

ま
る
こ
と
で
神
経
系
が
改
善
し
て
筋
力

が
上
が
る
ん
で
す
。
そ
の
後
、
３
か
月

以
上
の
長
期
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
筋

肥
大
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
現
象
は

非
常
に
重
要
で
、
脳
・
神
経
が
十
分
に

機
能
し
な
い
と
力
が
出
ま
せ
ん
。
筋
肥

大
に
脳
神
経
機
能
向
上
が
必
要
に
な
り

ま
す
。「
脳
を
鍛
え
る
に
は
運
動
が
効
果

的
」と
い
う
最
近
の
研
究
も
あ
り
ま
す
。

―
―
60
年
に
わ
た
る
研
究
生
活
の
中

で
、転
機
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　
１
９
８
５
年
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、測
定
精
度
が
高
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
Ｃ
Ｔ
の

登
場
は
衝
撃
で
し
た
。そ
こ
で
、カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
１
年
間
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
で

何
が
で
き
る
の
か
、徹
底
的
に
測
定
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。１㎝
き
ざ
み
の
筋
肉

の
輪
切
り
画
像
が
楽
に
撮
れ
た
こ
と
で
、

筋
肉
の
体
積
か
ら
筋
の
生
理
学
的
断
面

積
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、超
音
波
で
は
筋
線
維
や
腱

の
長
さ
測
定
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。筋
線
維
が
力
を
発

揮
し
、そ
の
力
を
腱
組
織
が
伝
達
し
て

関
節
の
運
動
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、筋

腱
複
合
体
の
粘
弾
性
特
性
を
定
量
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

研
究
か
ら
得
た
知
見
で

自
身
も
日
本
社
会
も
元
気
に

―
―
筋
肉
研
究
の
第
一
人
者
の
視
点
か

ら
、い
ま
の
日
本
社
会
を
見
て
ど
ん
な
こ

と
を
お
思
い
に
な
り
ま
す
か
。

　
日
本
社
会
で
は
労
働
人
口
が
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、定
年
後
の
高

齢
者
で
も
十
分
に
働
く
体
力
の
あ
る
人

も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。暦
年
齢
に

加
え
て「
体
力
年
齢
」を
重
視
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。暦
年
齢
が
60
歳

代
で
も
体
力
年
齢
で
は
40
歳
の
人
が
い

ま
す
。逆
に
、暦
年
齢
50
歳
代
で
体
力
年

齢
が
70
歳
代
の
人
は
体
力
的
に
は
す
で

に
定
年
と
言
え
ま
す
。人
口
減
少
を
続

け
る
日
本
で
生
産
力
を
維
持
す
る
に

は
、体
力
年
齢
を
若
く
保
っ
て
労
働
力

を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

―
―
中
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
、衰
え
た
筋

力
を
戻
せ
ま
す
か
。

　

戻
せ
ま
す
。私
た
ち
が
考
案
し
た
貯

筋
運
動
を
続
け
た
83
歳
の
方
が
、１
か

月
後
に
つ
え
が
不
要
に
な
っ
た
例
が
あ

り
ま
し
た
。15
日
間
横
に
な
っ
て
い
る

「
寝
た
き
り
実
験
」の
被
験
者
は
、時
間

感
覚
を
失
っ
て
無
気
力
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、寝
た
き
り
生
活
で
も
１
日
15
分

間
膝
伸
展
マ
シ
ン
で
運
動
し
た
グ
ル
ー

プ
は
そ
う
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。べ
ッ
ド

の
中
で
足
を
１
㎝
持
ち
上
げ
る
、手
を

ぐ
ー
っ
と
握
る
だ
け
で
も
い
い
の
で
、１

日
に
短
時
間
で
も
筋
肉
に
少
し
頑
張
る

程
度
の
負
荷
を
か
け
る
こ
と
が
、心
身

の
健
康
維
持
に
大
切
で
す
。い
ま
、健

康・体
力
づ
く
り
事
業
財
団
と「
生
涯
動

け
る
日
本
人
づ
く
り
」を
目
標
に
、全
国

で
貯
筋
運
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

――
い
ま
も
ご
研
究
に
精
力
的
な
、若
々

し
さ
の
秘ひ

訣け
つ
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

一
日
の
中
で
と
き
ど
き
は
身
体
に

く
っ
と
力
を
入
れ
る
こ
と
で
す（
笑
）。冬

は
ス
キ
ー
を
２
、３
回
、ゴ
ル
フ
は
年
間

１
０
０
ラ
ウ
ン
ド
こ
な
し
ま
す
。コ
ー
ス

に
出
な
い
日
に
も
ほ
ぼ
毎
日
、リ
ビ
ン
グ

で
ア
プ
ロ
ー
チ
シ
ョッ
ト
の
練
習
を
し
て

い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、ゴ
ル
フ
の
ス
コ
ア

が
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。な
ん
て
セ
ン
ス
が

な
い
の
か
と
思
い
ま
す
が（
苦
笑
）、私
に

と
っ
て
は
ゴ
ル
フ
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
、つ
ま
り

目
標
の
達
成
が
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
で
す
。

　

20
年
以
上
、毎
朝
、血
圧
、体
温
、体

重
な
ど
を
測
っ
て
い
ま
す
。毎
日
測
定
す

る
理
由
と
し
て
、若
い
と
き
よ
く
や
っ
て

い
た
テ
ニ
ス
の
勝
敗
と
、自
覚
す
る
体
調

が
リ
ン
ク
し
て
い
る
気
が
し
て
調
べ
始

め
ま
し
た
。数
値
は
日
々
変
化
し
、ス
ト

レ
ス
と
血
圧
、血
圧
と
握
力
が
関
連
す

る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、

ス
ト
レ
ッ
チ
が
病
気
や
障
害
予
防
に
有

効
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。自
分
自
身
が
動
け
な
く
な
る
ま
で

は
、測
定
は
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

MY SPORTS

徳島大学ラグビー部時代（写真手前）。ポジショ
ンは、攻撃を組み立てるスタンドオフ。｢弱いチー
ムだったので、ボールを持つとすぐタックルされ
る役で大変でした｣と笑うが、その苦労が世界
をリードする研究につながった。
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公益財団法人

学校教育に関する資格を有する者
例：幼稚園教諭、小・中・高等学校教員免許

体育系短期大学又は体育専修学校(2年制)もしくはこれ
と同等以上の学校の卒業者(卒業見込み含む)

１

例：
3 運動指導に関連する資格を有する者
3年以上運動指導に従事した経験のある者2

5

受講資格 申込方法

東京都港区東新橋２-６-１０ 大東京ビル７階
電話：03－6430－9113　　FAX：03－6430－9215
https://www.health-net.or.jp/

次のいずれか一つに該当している方

■講習時間／9：00～12：15　休憩12：15～13：15　13：15～18：15　※ 会場・講習時間が変更となる場合があります。

保健医療に関する資格を有する者 
例：

4
保健師、管理栄養士、看護師、准看護師、助産師、薬剤師、栄養士、あん摩
マッサージ指圧師、はり師、きゅう師、柔道整復師、理学療法士、作業療
法士、臨床検査技師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、介護福
祉士、介護支援専門員、保育士、介護職員実務者研修修了者（ホームヘ
ルパー1級）、介護職員初任者研修修了者（ホームヘルパー2級）

グループエクササイズフィットネスインストラクター（GFI）、
スポーツプログラマー、アスレティックトレーナー、日本ス
ポーツ協会認定コーチ１～４、貯筋サポーター

ホームページの申込フォームからお申込みください。

養成講習会の詳細・申込はこちらから

※申込フォームより送信いただいた内容・必要書類にて、受講
　資格の審査を行います。
　審査により受講資格を有していると認められた方に、受講決
　定のご連絡をいたします。
※申込受付は先着順です。定員を超える申込みがあった場合
　は、キャンセル待ちとなります。

https://www.health-net.or.jp
/shikaku/shidousya/youryou.
html

講習会の開催期間・会場等

第166回　【開催地】神奈川県　　【定員】50名　【申込受付期間】 3月30日（月）～4月12日（日）
第Ⅰ期 令和8年  5月22日（金） ～ 令和8年  5月24日（日） 講習会

横浜国際プール
　〒224-0021 神奈川県横浜市都筑区北山田7-3-1第Ⅱ期 令和8年  6月13日（土） ～ 令和8年  6月15日（月） 講習会

第Ⅲ期 令和8年  7月  4日（土） ～ 令和8年  7月  6日（月） 講習会＆試験

第167回　【開催地】愛知県　　　【定員】50名　【申込受付期間】  3月30日（月）～4月12日（日）
第Ⅰ期 令和8年  5月23日（土） ～ 令和8年  5月25日（月） 講習会

邦和セミナープラザ
　〒455-0015 愛知県名古屋市港区港栄 １－８－２３ 第Ⅱ期 令和8年  6月20日（土） ～ 令和8年  6月22日（月） 講習会

第Ⅲ期 令和8年  7月11日（土） ～ 令和8年  7月13日（月） 講習会＆試験

第168回　【開催地】大阪府　　　【定員】80名　【申込受付期間】 6月  1日（月）～6月14日（日）
第Ⅰ期 令和8年  7月25日（土） 〜 令和8年  7月27日（月） 講習会

東和薬品RACTABドーム
　〒571-0015  大阪府門真市三ツ島３－７－１６第Ⅱ期 令和8年  8月15日（土） 〜 令和8年  8月17日（月） 講習会

第Ⅲ期 令和8年  9月11日（金） 〜 令和8年  9月13日（日） 講習会＆試験

第169回　【開催地】東京都　　　【定員】80名　【申込受付期間】 6月上旬～6月中旬
第Ⅰ期 令和8年  8月上旬 〜 令和8年  8月上旬 講習会

立教大学池袋キャンパス
　〒171-8501 東京都豊島区西池袋３-34-1第Ⅱ期 令和8年  8月下旬 〜 令和8年  8月下旬 講習会

第Ⅲ期 令和8年  9月中旬 〜 令和8年  9月中旬 講習会＆試験

第170回　【開催地】福岡県　　　【定員】80名　【申込受付期間】 11月  2日（月）～11月15日（日）
第Ⅰ期 令和9年  1月  8日（金） 〜 令和9年  1月10日（日） 講習会

アクシオン福岡
　〒812-0852 福岡県福岡市博多区東平尾公園2-1-4第Ⅱ期 令和9年  2月11日（木） 〜 令和9年  2月13日（土） 講習会

第Ⅲ期 令和9年  3月  5日（金） 〜 令和9年  3月  7日（日） 講習会＆試験

第171回　【開催地】東京都　 　　【定員】80名　【申込受付期間】 11月下旬～12月上旬
第Ⅰ期 令和9年  2月中旬 〜 令和9年  2月中旬 講習会

立教大学池袋キャンパス
　〒171-8501 東京都豊島区西池袋３-34-1第Ⅱ期 令和9年  3月上旬 〜 令和9年  3月上旬 講習会

第Ⅲ期 令和9年  3月下旬 〜 令和9年  3月下旬 講習会＆試験

令和8年度 健康運動実践指導者 養成講習会のご案内




